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解
題

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
旧
制
秋
田
県
立
高
等
学
校
の
生
徒
課
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
「
日
誌
」（
一
九
四
八
年
度
）
で
あ
る
。
旧

制
の
秋
田
県
立
高
等
学
校
と
は
、
戦
後
改
革
期
に
設
置
さ
れ
た
七
校
の
特
設
高
等
学
校
（
以
下
、
特
設
高
校
と
記
す
）
の
う
ち
の
一
つ

で
あ
る
。
特
設
高
校
は
、
連
合
国
軍

高
軍
司
令
官
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
の
主
導
で
組
織
さ
れ
た
医
学
教
育
審
議
会
や
歯
科
教
育

審
議
会
の
審
査
に
よ
り
Ｂ
級
判
定
を
受
け
て
廃
止
の
決
ま
っ
た
一
部
の
医
学
専
門
学
校
と
歯
科
医
学
専
門
学
校
で
設
置
さ
れ
た
学
校
で

あ
る
。
特
設
高
校
は
、
そ
の
学
校
の
生
徒
や
旧
制
度
下
の
他
の
学
校
の
出
身
者
を
受
け
入
れ
て
、
旧
制
な
い
し
新
制
の
大
学
へ
と
送
り

出
す
一
時
的
な
「
中
継
ぎ
」
の
役
割
を
担
っ
た

）
1
（

。
長
く
て
も
一
九
四
七
年
か
ら
一
九
五
一
年
ま
で
の
四
年
ほ
ど
し
か
存
在
し
な
か
っ
た

た
め
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
戦
後
改
革
期
に
お
け
る
学
制
改
革
に
よ
っ
て
行
き
場
を
失
い
か
ね
な
か
っ
た
生
徒

た
ち
を
入
学
さ
せ
て
旧
制
・
新
制
の
大
学
に
送
り
出
す
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

特
設
高
校
は
、
高
等
学
校
令
（
一
八
九
四
年
制
定
、
一
九
一
八
年
全
文
改
正
）
を
根
拠
と
し
て
設
置
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
旧
制
高
校
の

一
種
で
あ
る
。
高
等
学
校
令
は
、一
九
四
七
年
三
月
に
公
布
さ
れ
た
学
校
教
育
法
に
よ
っ
て
他
の
旧
法
令
と
と
も
に
廃
止
と
な
っ
た
が
、

特
設
高
校
は
学
校
教
育
法
第
九
十
八
条
に
規
定
さ
れ
た
経
過
措
置
に
よ
り
、「
従
前
の
規
定
に
よ
る
学
校
」と
し
て
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
特
設
高
校
の
内
容
は
高
等
学
校
令
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
。
と
は
い
え
、
戦
前
に
設
置
さ
れ
て
い
た
旧
制
高
校
と
は
異

な
る
点
も
あ
っ
た
。
戦
前
来
の
高
等
学
校
（
高
等
科
）
は
、
高
等
学
校
令
の
定
め
に
よ
り
文
科
と
理
科
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対

し
、
特
設
高
校
は
ど
れ
も
理
科
だ
け
の
高
校
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
四
七
年
五
月
の
文
部
省
令
第
十
号
が
文

科
と
理
科
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
欠
く
こ
と
を
認
め
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
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秋
田
県
立
高
等
学
校
は
、
こ
の
よ
う
な
特
設
高
校
の
一
つ
だ
っ
た
。
特
設
高
校
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
遅
い
一
九
四
七
年
九
月

二
十
二
日
に
設
置
が
公
示
さ
れ
、
一
九
五
〇
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
設
置
の
際
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
秋

田
県
立
女
子
医
学
専
門
学
校
だ
っ
た
。
秋
田
県
立
女
子
医
専
は
、
戦
時
下
で
多
く
の
男
性
医
師
が
兵
士
や
軍
医
と
し
て
出
征
し
た
た
め

に
払
底
し
た
医
師
の
養
成
を
目
的
に
女
性
だ
け
を
入
学
者
と
す
る
学
校
と
し
て
設
置
さ
れ
た

）
2
（

。
そ
の
県
立
女
子
医
専
が
Ｂ
級
と
判
定
さ

れ
廃
止
が
決
ま
っ
た
こ
と
に
と
も
な
い
秋
田
県
立
高
等
学
校
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
秋
田
県
立
高
等
学
校
は
、
こ
の
女
子
医
専
の
在
校
生
の
受
け
入
れ
を
目
的
と
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
秋
田
県
立
高
等

学
校
学
則
に
よ
れ
ば
、
入
学
資
格
は
「
中
学
校
又
は
高
等
女
学
校
第
四
学
年
を
修
了
し
た
者
及
び
卒
業
し
た
も
の
」「
高
等
学
校
尋
常

科
を
修
了
し
た
も
の
」「
高
等
学
校
高
等
科
入
学
資
格
試
験
に
合
格
し
た
も
の
」「
専
門
学
〔
校
欠
ヵ
〕
入
学
者
検
定
に
よ
り
試
験
検
定

に
合
格
し
た
も
の
」「
文
部
大
臣
に
お
い
て
高
等
学
校
高
等
科
の
入
学
に
関
し
指
定
し
た
も
の
」「
文
部
大
臣
に
お
い
て
一
般
の
専
門
学

〔
校
欠
ヵ
〕
の
入
学
に
関
し
中
学
校
卒
業
者
と
同
等
以
上
の
学
力
あ
り
と
指
定
し
た
も
の
」
に
与
え
ら
れ
て
い
た
。
実
際
、
一
九
四
八

年
六
月
二
十
日
現
在
の
生
徒
は
、
一
年
生
が
男
子
三
四
名
、
女
子
六
名
、
二
年
生
が
男
子
三
五
名
、
女
子
六
名
と
、
多
く
が
男
子
だ
っ

た
）
3
（

。

　
　
　
　
　

＊

　

こ
の
秋
田
県
立
高
等
学
校
の
生
徒
課
「
日
誌
」
は
秋
田
県
立
図
書
館
所
蔵
の
「
秋
田
県
立
（
旧
制
）
高
等
学
校
関
係
資
料
」
と
い
う

資
料
群
に
含
ま
れ
て
い
る
。
同
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
し
て
み
る
と
、「
内
容
細
目
」
か
ら
こ
の
資
料
群
が
次
の
三
二
の
資

料
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
一
部
表
記
を
変
更
し
た
）。

　

１
　

学
務
関
係
簿
冊

　

２
　

補
助
簿
（
備
品
（
図
書
）
台
帳
）
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３
　

会
計
　

昭
和
二
十
三
〜
二
十
四
年
度

　

４
　

人
事
関
係
簿
冊

　

５
　

俸
給
給
料
請
求
書

　

６
　

講
師
手
当
支
給
台
帳
　

昭
和
二
十
四
年
度

　

７
　

〔
生
徒
課
〕
日
誌
　

昭
和
二
十
三
年
度

　

８
　

生
徒
課
日
誌
　

昭
和
二
十
四
年
度

　

９
　

自
治
会
生
徒
課
一
般
関
係
綴
　

昭
和
二
十
三
年
度

　

10
　

自
治
会
及
生
徒
課
一
般
関
係
綴
　

昭
和
二
十
四
年
度

　

11
　

厚
生
関
係
綴
　

昭
和
二
十
三
年
度

　

12
　

厚
生
関
係
綴
　

昭
和
二
十
四
年
度

　

13
　

訓
育
日
誌
　

昭
和
二
十
三
、 

四
年
度

　

14
　

宿
所
調
査
票
　

第
三
学
年

　

15
　

奨
学
生
に
関
す
る
書
類
綴
　

昭
和
二
十
三
年
度

　

16
　

奨
学
生
関
係
書
類
綴
　

昭
和
二
十
四
年
度

　

17
　

奨
学
金
現
金
出
納
簿
　

昭
和
二
十
三
、 

四
年
度

　

18
　

育
英
会
関
係
記
録
　

昭
和
二
十
三
〜
二
十
四
年
度

　

19
　

奨
学
生
原
簿
　

昭
和
二
十
三
、 

四
年
度

　

20
　

奨
学
生
異
動
簿
　

昭
和
二
十
三
、 

四
年
度



6

　

21
　

原
簿
送
達
　

送
金
通
知
（
受
払
報
告
）
綴
　

昭
和
二
十
三
、 

四
年
度

　

22
　

奨
学
金
受
払
報
告
書
控

　

23
　

〔
奨
学
金
〕
学
業
成
績
書

　

24
　

そ
の
他
奨
学
生
に
関
す
る
書
類
一
式

　

25
　

開
校
一
周
年
記
念
祝
典
記
録
（
付

：

祝
辞
二
通
、
告
辞
一
通
）

　

26
　

〔
同
窓
会
〕
記
録

　

27
　

〔
秋
田
県
立
高
等
学
校
父
兄
会
〕
会
計
簿
　

昭
和
二
十
三
年
度

　

28
　

〔
秋
田
県
立
高
等
学
校
父
兄
会
〕
会
計
簿
　

昭
和
二
十
四
年
度

　

29
　

秋
田
県
立
（
旧
制
）
高
等
学
校
同
窓
会
会
員
名
簿

　

30
　

秋
田
旧
制
高
等
学
校
同
窓
会
会
則
（
案
）

　

31
　

秋
田
県
立
（
旧
制
）
高
等
学
校
同
窓
会
名
簿
　

平
成
二
年
一
月
編

　

32
　

秋
田
大
学
学
芸
学
部
化
学
研
究
室
に
保
管
中
の
も
の

　

特
設
高
校
に
関
し
て
こ
れ
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
資
料
群
は
他
に
は
な
く
、
い
ず
れ
も
貴
重
な
資
料
だ
と
評
価
で
き
る
。「
内
容
細
目
」

を
み
る
と
、
こ
の
資
料
群
が
学
務
関
係
、
人
事
・
俸
給
関
係
、
生
徒
指
導
関
係
、
奨
学
金
関
係
、
同
窓
会
関
係
の
資
料
か
ら
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
現
段
階
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
閲
覧
自
体
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
簿
冊
も
多
く
、
コ
ピ
ー
や

撮
影
は
い
ず
れ
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

「
１
　

学
務
関
係
簿
冊
」
に
は
基
本
資
料
と
な
る
「
秋
田
県
立
高
等
学
校
一
覧
（
昭
和
二
十
三
年
六
月
二
十
日
現
在
）
原
稿
」
が
含

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
秋
田
県
立
高
等
学
校
の
沿
革
や
学
則
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
旧
制
高
等
学
校
に
関
係
す
る
資
料
を
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広
く
採
録
し
た
旧
制
高
等
学
校
資
料
保
存
会
編
『
旧
制
高
等
学
校
全
書
』
第
二
巻
・
第
五
巻
（
旧
制
高
等
学
校
資
料
保
存
会
刊
行
部
、

一
九
八
五
年
）
に
は
こ
れ
ら
と
同
じ
内
容
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
資
料
群
を
も
と
も
と
保
管
し
て
い
た
の
は
、
秋
田
県
立
高
等
学
校
で
化
学
担
当
の
助
教
授
と
し
て
勤
務
し
、
生
徒
課
長
を
兼
任

し
て
い
た
小
野
田
亮
一
だ
っ
た
。「
内
容
細
目
」
の

後
に
「
保
管
責
任
者
　

秋
田
県
立
（
旧
制
）
高
等
学
校
残
務
整
理
委
員
　

小
野

田
亮
一
」
と
あ
る
。
小
野
田
は
、
秋
田
県
立
高
等
学
校
の
廃
校
後
、
秋
田
大
学
学
芸
学
部
助
教
授
に
異
動
し
た
。

　
　
　
　
　

＊

　

生
徒
課
「
日
誌
」
に
は
一
九
四
八
年
度
と
一
九
四
九
年
度
の
二
冊
が
あ
る
が
、こ
こ
で
は
一
九
四
八
年
度
の
も
の
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
。

「
日
誌
」
は
Ｂ
５
版
の
罫
紙
に
ペ
ン
で
縦
書
き
さ
れ
て
い
る
。
筆
跡
は
一
貫
し
て
お
り
、執
筆
者
は
、小
野
田
亮
一
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

表
紙
の
裏
に
校
長
の
野
口
洪
基
の
検
印
が
あ
る
か
ら
、
校
長
が
内
容
を
確
認
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
「
日
誌
」
か
ら
特
設
高
校
の
具
体
的
な
教
育
活
動
の
実
態
や
雰
囲
気
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、

一
九
四
八
年
度
初
め
か
ら
、
生
徒
た
ち
が
運
動
部
の
結
成
を
学
校
当
局
に
申
し
出
た
り
、
割
引
料
金
で
映
画
鑑
賞
が
で
き
る
よ
う
に
交

渉
し
た
り
す
る
な
ど
、
盛
ん
に
活
動
し
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
制
服
や
制
帽
に
つ
い
て
の
生
徒
へ
の
希
望
調
査
、
工
場
見
学
会
、
遠

足
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
教
員
と
生
徒
と
の
懇
談
会
と
い
っ
た
課
外
活
動
の
状
況
も
う
か
が
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
生
徒
の
教
官
室
へ
の
無

断
侵
入
や
運
動
用
具
の
無
断
使
用
に
対
す
る
指
導
、
成
績
不
良
者
へ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
教
員
の
姿
を
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
生
徒
の

成
績
を
決
定
す
る
た
め
年
度
末
の
三
月
に
開
か
れ
た
会
議
で
は
「
欠
点
」
を
と
っ
た
生
徒
を
「
救
済
」
す
る
た
め
に
教
員
た
ち
が
取
り

決
め
た
ル
ー
ル
や
手
続
き
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
四
八
年
度
中
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
八
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
の
二
泊
三
日
で
実
施
さ
れ
た
十
和
田
旅
行
だ
ろ
う
。
生
徒
た
ち

が
十
和
田
湖
の
遊
覧
船
や
渓
流
で
の
散
策
を
楽
し
ん
だ
り
、
一
二
年
生
対
抗
の
「
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
あ
そ
び
」
に
深
夜
ま
で
興
じ
た
り
す
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る
一
方
、
明
け
方
に
は
二
年
生
か
ら
一
年
生
へ
の
、
旧
制
高
校
で
お
な
じ
み
の
「
ス
ト
ー
ム
」
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

数
少
な
い
女
子
生
徒
も
こ
の
旅
行
に
参
加
し
て
お
り
、
入
浴
は
別
の
旅
館
を
借
り
る
な
ど
引
率
教
員
た
ち
が
神
経
を
使
っ
て
い
た
こ
と

も
わ
か
る
。

　

旧
制
高
校
と
い
え
ば
、
将
来
を
約
束
さ
れ
た
少
数
の
男
子
エ
リ
ー
ト
の
学
校
で
、
弊
衣
破
帽
や
「
バ
ン
カ
ラ
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

が
、
こ
の
「
日
誌
」
か
ら
は
、
生
徒
や
教
員
た
ち
が
そ
う
し
た
旧
制
高
校
と
し
て
の
「
伝
統
」
を
一
種
の
憧
れ
と
し
て
指
向
し
つ
つ
も
、

同
時
に
戦
後
の
民
主
化
や
女
子
生
徒
が
入
学
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
新
し
い
状
況
、
数
年
後
の
廃
止
を
前
提
と
し
た
対
応
に
取
り

組
ん
で
い
た
様
子
が
具
体
的
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
の
「
日
誌
」
は
、
敗
戦
直
後
の
一
時
期
に
特
設
高
校
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た

教
育
活
動
の
実
態
に
迫
る
こ
と

）
4
（

の
で
き
る
貴
重
な
資
料
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
付
記
）
本
稿
は
、JSP

S

補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）、
課
題
番
号19K

02395

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注

（
１
）  

吉
川
卓
治
「
戦
後
改
革
期
特
設
高
等
学
校
の
研
究
」『
日
本
教
育
史
研
究
』
第
三
八
号
、
二
〇
一
九
年
八
月
、
参
照
。

（
２
）  

吉
川
卓
治
「
総
力
戦
体
制
下
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
の
設
置
と
地
域
─
公
立
医
学
専
門
学
校
に
注
目
し
て
」『
大
学
史
研
究
』
第
二
六
号
、

二
〇
一
七
年
十
二
月
、
参
照
。

（
３
）  「
秋
田
県
立
高
等
学
校
一
覧
（
昭
和
二
十
三
年
六
月
二
十
日
現
在
）」
秋
田
県
立
図
書
館
蔵
。

（
４
）  

西
山
伸
は
「
吉
川
論
文
論
評
」（『
日
本
教
育
史
研
究
』
第
三
八
号
、
二
〇
一
九
年
八
月
）
に
お
い
て
こ
の
課
題
を
具
体
的
に
指
摘
し
て
い
る
。

 

（
よ
し
か
わ
・
た
く
じ
　

名
古
屋
大
学
教
育
発
達
科
学
研
究
科
）
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凡
例

　

・
生
徒
名
は
伏
せ
、
□
を
あ
て
た
。

　

・
判
読
不
能
の
箇
所
に
は
■
を
入
れ
た
。

　

・〔
　

〕
は
筆
者
の
挿
入
で
あ
る
。

　

・
旧
字
は
新
字
に
し
た
。

　

・「
仝
」
は
「
同
」
に
置
き
換
え
た
。

〔
表
紙
〕

「
昭
和
二
十
三
年
度

　
　

日
誌

　

秋
田
県
立
高
等
学
校
生
徒
課
」

〔
表
紙
裏
「
昭
和
廿
四
年
参
月
拾
六
日
検
閲
野
口
」〕

四
月
九
日
（
金
）

　
　

入
学
式

四
月
十
一
日
（
月
）
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始
業
式

四
月
十
二
日
（
火
）

　
　

講
義
開
始

四
月
十
四
日
（
木
）

　

１
．
□
□
□
（
二
年
）
育
英
会

奨
学
課
よ
り
成
績
請
求
あ
り
。（
継
続
、
本
中
）

　

２
．
□
□
□
□
□
（
一
年
）
県
庁
よ
り
奨
学
生
継
続
に
つ
き
継
続
願
提
出
の
請
求
あ
り
。（
横
手
中
、
昭
二
二
、
中
、
ほ
、
一
七
二
）

　

３
．
□
□
□
□
（
一
年
）
県
庁
よ
り
奨
学
生
決
定
通
知
あ
り
。
在
学
証
明
書
提
出
の
請
求
あ
り
。（
昭
23
高
第
18
号
）（
能
中
）

四
月
十
六
日
（
金
）

　

一
年
に
在
学
保
証
書
を
渡
し
説
明
。
訂
正
し
、
月
末
迄
学
級
担
任
に
提
出
す
る
様
に
命
ず
る
。

四
月
十
七
日
（
土
）
　

一
限
の
み
授
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
限
よ
り
一
年
歓
迎
会
、
午
后
野
球
。

　

１
．
二
年
□
□
□
　

成
績
証
明
書
郵
送
（
一
年
学
年
末
の
も
の
）（
本
中
）

　

２
．
一
年
□
□
□
□
　

在
学
証
明
書
郵
送
（
控
保
存
し
あ
り
）（
能
中
）

　

３
．
一
年
□
□
□
□
　

願
書
及
び
推
せ
ん
書
郵
送
（
新
希
望
、
推
せ
ん

順
　

位
　

１
│
４
）（
能
女
）

四
月
二
十
日
（
火
）
く
も
り
、
は
れ

　

１
．
二
年
□
□
□
□
　

願
書
及
び
推
せ
ん
書
郵
送
（
新
希
望
、
順
位
２
│
４
　

出
席

105
欠
０
）（
専
検
）

　

２
．
二
年
□
□
□
□
　

同
右
（
新
希
望
、
順
位
４
│
４
、
出
席

100
欠
５
）（
横
手
）

　

３
．
一
年
□
□
□
□
□
　

継
続
願
及
び
推
せ
ん
書
同
右
（
継
続
、
順
位
１
│
３
）（
横
中
）
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四
月
二
十
三
日
（
金
）
曇
後
雨

　

１
．  
二
年
生
の
中
学
校
の
成
績
見
当
ら
ざ
る
為
（
在
県
庁
か
？
）
□
□
の
奨
学
資
金
希
望
に
つ
い
て
の
前
校
の
成
績
は
通
知
表
を
持

参
す
る
様
話
す
る
。
願
書
の
み
持
参
す
る
。

　

２
．  

外
務
委
員
、
□
□
、
□
□
、
映
画
鑑
賞
会
結
成
、
並
に
学
校
指
定
喫
茶
店
の
設
置
に
つ
い
て
校
長
に
話
あ
り
。
校
長
内
諾
し
た

る
旨
の
話
あ
り
。
映
画
に
つ
い
て
は
明
土
曜
の
午
前
中
に
交
渉
に
行
く
予
定
と
な
つ
て
ゐ
る
由
。

　

３
．  

二
、 

三
日
前
よ
り
、
生
徒
、
庭
球
部
（
仮
名
）
の
如
き
団
体
を
作
り
、
土
曜
に
北
高
校
コ
ー
ト
に
て
練
習
、（
コ
ー
ト
使
用
に

つ
い
て
は
既
に
了
解
し
承
諾
を
与
て
ゐ
る
）。
野
球
も
同
様
に
し
た
い
旨
、
校
長
に
相
談
。
校
長
は
差
支
な
し
。
但
し
、
名
簿

及
び
責
任
者
名
を
届
出
で
よ
と
申
し
添
へ
た
る
旨
の
掲
示
（
二
十
日
掲
示
）
あ
り
。

　

４
．
生
徒
課
日
誌
作
製
し
本
日
記
入
す
。

四
月
二
十
四
日
（
土
）
曇
、
風
強
し

　

１
．  

育
英
会
よ
り
四
月
二
十
日
附
に
て
、
□
□
□
□
、
□
□
□
□
□
の
学
年
末
成
績
照
会
来
る
。
前
者
は
既
に
四
月
二
十
日
差
し
出

し
、
後
者
分
本
日
出
す
。
控
保
存
し
あ
り
。

　

２
．
映
画
観
覧
に
つ
い
て
の
便
宜
を
外
務
委
員
（
□
□
、
□
□
）
交
渉
の
末
、
本
日
左
の
如
く
決
定
し
た
。

　
　

Ａ
．
館
は
セ
ン
ト
ラ
ル
及
び
東
宝
で
、
尚
今
後
他
観
に
も
交
渉
の
筈
。

　
　

Ｂ
．  

セ
ン
ト
ラ
ル
に
て
の
観
覧
方
法
は
観
覧
券
を
委
員
に
て
作
製
、
捺
印
し
て
、
そ
れ
を
も
つ
て
い
つ
て
観
覧
し
、
後
で
券
数
だ

け
の
代
金
を
支
払
ふ
も
の
と
す
る
。
代
金
10
円
、
希
望
の
週
は
何
時
に
て
も
よ
く
、
来
週
よ
り
実
施
す
る
。

　
　

Ｃ
．  

東
宝
で
の
観
覧
方
法
は
、
希
望
者
の
代
金
を
ま
と
め
て
委
員
が
持
参
す
る
と
、
東
宝
に
て
観
覧
券
を
発
行
す
る
。
代
金
は
10

円
。
今
週
よ
り
実
施
す
る
。
尚
東
宝
で
は
映
画
を
指
定
す
る
の
を
主
体
と
す
る
が
、
こ
ち
ら
の
希
望
も
い
れ
る
。
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Ｄ
．
校
長
よ
り
職
員
、
生
徒
数
の
証
明
書
を
右
二
館
に
提
出
し
た
。

　

３
．  
校
章
、
制
服
と
も
に
決
定
し
て
ゐ
な
い
の
で
、
右
の
如
き
場
合
に
必
要
な
る
為
、
至
急
（
月
或
は
火
曜
迄
）
全
員
の
身
分
証
明

書
を
作
つ
て
も
ら
ひ
た
い
と
の
希
望
あ
り
。
事
務
に
話
を
し
て
作
つ
て
も
ら
ふ
こ
と
に
決
定
。

　

４
．
喫
茶
店
に
つ
い
て
は
目
下
考
慮
中
な
る
旨
。

　

５
．
二
年
□
□
□
□
、
願
書
及
び
推
せ
ん
書
郵
送
（
新
希
望
、
推
せ
ん

順
　

位
　

３
│
４
　

出
席
98
病
欠
７
）（
都
水
中
）

　

６
．
東
北
大
学
新
聞
社
よ
り
、
購
読
申
込
案
内
、
見
本
と
共
に
来
る
。

　
　
　

来
週
生
徒
に
掲
示
し
て
申
込
希
望
を
と
る
予
定
。
代
金
半
年
分
。

　
　
　

東
京
大
学
新
聞
も
同
様
に
す
る
予
定
な
り
。
差
し
あ
た
り
半
年
分
を
申
し
込
む
こ
と
に
す
る
。

四
月
二
十
七
日
（
火
）
曇
時
々
小
雨

　

１
．  

□
□
□
□
の
奨
学
資
金
継
続
願
差
し
出
し
、
在
学
校
（
能
中
）
よ
り
差
し
出
し
た
る
も
返
送
さ
れ
た
る
に
よ
る
と
の
こ
と
。
願

書
中
の
成
績
は
入
試
に
添
附
の
書
類
を
用
ひ
た
。
順
位
２
│
４
出

236
欠
０

　

２
．
二
年
生
一
名
願
書
を
も
ら
ひ
に
く
る
。

　

３
．
東
北
学
生
新
聞
、
東
京
大
学
新
聞
の
募
集
を
掲
示
す
。

　
　
　

条
件
、
半
ヶ
年
分
、
39
円
及
び
50
円
納
入
の
上
、
土
曜
迄
委
員
を
通
じ
て
申
込
む
こ
と
。

四
月
二
十
八
日
（
水
）
晴
、
風
強
し

　

１
．
映
画
入
場
券
（
セ
ン
ト
ラ
ル
）
印
刷
（
１
枚
に
18
枚
）
し
た
紙
42
枚
限
り
。
そ
の
都
度
委
員
に
渡
す
こ
と
に
決
定
。

　

２
．
大
学
新
聞
の
申
込
み
あ
り
た
る
も
代
金
を
つ
け
て
の
こ
と
に
し
て
明
后
日
と
す
る
。

四
月
二
十
九
日
（
木
）
晴
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補
欠
入
学
考
査
行
ふ
。

四
月
三
十
日
（
金
）
晴

　

１
．
セ
ン
ト
ラ
ル
券
三
枚
渡
す
。

　

２
．
新
聞
代
う
け
と
る
。
東
京
大
学
新
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
北
学
生
〃
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

追
加
申
込
み
は
来
週
金
迄
と
す
る
。

　

３
．
出
欠
の
原
案
提
出
す
。

　

４
．
入
学
者
通
知
出
す
。
午
后
発
表
。

五
月
一
日
（
土
）
晴

　

１
．
欠
席
、
欠
課
、
忌
引
に
つ
い
て
掲
示
出
す
。

　

２
．
仏
語
講
義
始
ま
る
。

　

３
．
新
任
書
記
来
任
す
。

五
月
三
日
（
月
）
小
雨
後
風
雨

　

憲
法
発
布
記
念
式
行
は
る
。
つ
づ
い
て
補
欠
募
集
生
徒
17
名
（
中
２
名
欠
）
の
入
学
式
行
は
れ
る
。
教
科
書
、ノ
ー
ト
等
の
話
あ
り
。

五
月
四
日
（
火
）
曇
、
時
々
晴
、
風
強
し
。

　

１
．
二
年
□
□
□
□
の
奨
学
生
採
用
通
知
書
到
着
。
昭
和
23
高
第
九
九
四
号
。

1000.-
４
月
よ
り
校
長
を
へ
る
。

五
月
五
日
（
水
）
晴
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１
．
セ
ン
ト
ラ
ル
券
一
枚
渡
す
。

　

２
．
奨
学
資
金
書
類
二
通
も
ら
ひ
に
く
る
。

　

３
．
大
学
新
聞
追
加
申
込
あ
り
。
計
東
北
19
東
京
15

　

４
．
明
日
、
遠
足
方
向
決
定
、
掲
示
す
。

　

５
．
身
分
証
明
書
、
印
刷
た
の
む
。（
校
長
先
生
）

五
月
六
日
（
木
）
晴

　

全
校
遠
足
行
は
れ
る
。

　

１
．
目
的
地
…
雄
物
川
放
水
路
附
近
及
び
海
岸
。
２
．
出
発
…
九
時
。

　

３
．
解
散
一
時
十
分
。
４
．
出
発
后
、
国
道
迄
隊
伍
を
く
み
、
国
道
に
出
て
か
ら
自
由
行
進
。

　

５
．
到
着
十
時
半
。
解
散
別
、
一
年
□
□
、
□
□
、
遅
れ
、
二
年
委
員
探
し
に
行
く
（
一
時
間
お
く
れ
）

五
月
七
日
（
金
）
晴

　

１
．  

東
京
大
学
新
聞
申
込
。
申
込
数
11
。
学
校
１
、
生
徒
10
（
二
年
７
、一
年
３
）
料
金
半
年
分

550.-
（
各

50.-
）
振
替
に
て
払
込
、
手

数
料
2.-

　

２
．
東
北
学
生
　

〃
　

〃
　

申
込
数
19
。
学
校
１
、
小
野
田
１
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
徒
17
（
二
年
６
、一
年
11
）
代
金
半
年
分

746.-
（
各

29.-
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

振
替
口
座
な
き
為
、
小
為
替
に
て
払
込
む
。
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手
数
料

6.00
、
書
留
料
金

6.20-
（
切
手
代
金
）

　

３
．
学
生
自
治
会
第
四
限
目
に
開
催
。

　

〔
東
北
大
学
新
聞
社
、
東
京
大
学
新
聞
社
宛
の
送
金
控
え
が
貼
付
〕

　
　

全
学
自
治
会
決
定
事
項
（
委
員
報
告
に
来
る
）

　
　

１
．  

ロ
ウ
球
排
球
用
ボ
ー
ル
各
一
ヶ
を
一
人

40.-
出
し
て
買
ひ
入
れ
る
。
併
し
購
入
費
に
尚

20.-
不
足
の
為
、
こ
れ
は
部
員
よ
り
負
担

し
て
も
ら
ふ
。

　
　
　
　

尚
校
友
会
結
成
の
場
合
に
は
右
金
額
は
校
友
会
費
と
し
て
考
へ
る
。

　
　

２
．
水
泳
部
、
誕
生
。

　
　

３
．
各
部
の
メ
ム
バ
ー
決
定
（
庭
、
籠
、
野
、
排
、
卓
、
水
、
陸
　

７

文
学
、
美
術
、
音
楽
、
科
学
　

４
）

　
　

４
．
自
治
会
則
、
校
友
会
則
を
目
下
委
員
に
て
立
案
中
に
て
来
週
中
に
決
定
の
筈
。

五
月
十
一
日
（
火
）
く
も
り

　

第
四
限
よ
り
第
五
限
半
ば
迄
自
治
会
々
則
審
議
の
為
自
治
会
開
催
さ
る
。

五
月
十
三
日
（
木
）
晴

　

第
六
限
校
友
会
々
則
審
議
の
為
、
二
年
委
員
と
校
長
、
職
員
三
名
、
校
長
室
に
て
会
合
す
。

五
月
十
四
日
（
金
）
晴

　

１
．
生
徒
心
得
抄
（
秋
田
県
立
高
等
学
校
学
則
抄
）
を
印
刷

100
部
。
生
徒
に
配
布
す
。

　

２
．
校
友
会
々
則
審
議
の
為
午
后
生
徒
大
会
行
は
る
。
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五
月
十
五
日
（
土
）
晴

　

１
．
外
務
委
員
、
昨
日
、
東
宝
及
び
松
竹
に
映
画
交
渉
に
赴
き
た
る
結
果
の
報
告
あ
り
。

　
　
　

旭
館
…
型
式
は
東
宝
と
同
じ
で
金
額
は
15
円
。

　
　
　

松
竹
…
団
体
観
覧
の
場
合
に
限
り
（
引
率
し
て
の
団
体
）
15
円
。

　

２
．
□
□
□
奨
学
資
金
願
書
推
せ
ん
書
等
送
附
。
推
せ
ん
順
位
１
│
５
出
席

105
欠
０
。
人
物
■
■
■
校
長
書
く
。

五
月
十
八
日
（
火
）
は
れ

　

１
．
大
日
本
奨
学
会
よ
り
奨
学
生
身
体
検
査
方
法
改
正
に
つ
い
て
通
牒
来
る
。

　

２
．
同
会
よ
り
二
年
□
□
□
□
　

昭
23
高
第

994
号
、
月
額
千
円
４
月
分
よ
り
校
長
を
へ
て
本
人
に
交
付
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

二
年
□
□
□
　
　

〃
　

〃
〃

1007
号
　
　

同
右
、
23
・
５
・
13
日
附
な
り
。

　
　
　

右
奨
学
生
決
定
通
知
来
る
。
□
□
は
重
復
（
５
月
４
日
着
）
な
る
も
通
知
書
交
付
す
る
。

五
月
二
十
日
（
木
）
は
れ

　

１
．
第
四
限
、
二
年
生
の
み
写
真
撮
影
す
。

　

２
．
第
五
、 

六
限
、
校
友
会
幹
事
選
挙
あ
り
。

　

３
．
電
蓄
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
交
渉
。

五
月
二
十
一
日
（
金
）
晴

　

１
．
奨
学
生
希
望
あ
り
。
願
書
、
推
せ
ん
書
、
出
張
の
折
に
持
参
の
筈
な
り
。

　
　
　

□
□
□
□
（
一
年
）
推
せ
ん
順
位
未
記
入
。
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五
月
二
十
七
日
（
木
）
晴

　

１
．
五
月
二
十
一
日
（
金
）
よ
り
五
月
二
十
七
日
（
木
）
迄
東
京
出
張
。

　

２
．
五
月
二
十
四
日
（
月
）
育
英
会
奨
学
課
へ
行
き
奨
学
生
に
つ
い
て
質
疑
応
答
す
。

　
　

ⅰ
　

第
一
期
　

四
月
三
十
日
迄
到
着
分
　

五
月
中
に
通
知
　

五
月
分
よ
り
送
金
。

　
　
　
　

第
二
期
　

六
月
三
十
日
　
　

〃
　
　

七
月
中
　

〃
　
　

七
月
分
　
　

〃

　
　
　
　

第
三
期
　

八
月
三
十
一
日
　

〃
　
　

九
月
中
　

〃
　
　

九
月
分
　
　

〃

　
　
　
　

第
四
期
　

十
月
三
十
一
日
　

〃
　
　

十
一
月
中
　

〃
　

十
一
月
分
　

〃

　
　
　
　

第
五
期
　

一
月
十
五
日
　
　

〃
　
　

二
月
中
　

〃
　
　

二
月
分
　
　

〃

　
　

ⅱ　

送
金
は
２
〜
３
ヶ
月
分
ま
と
め
て
学
校
長
あ
て
送
金
す
る
も
生
徒
に
は
１
ヶ
月
づ
つ
分
け
て
渡
す
こ
と
。

　
　

ⅲ
　

中
等
学
校
で
貸
費
生
な
り
し
も
の
は
借
用
証
書
を
至
急
呈
示
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

こ
れ
は
、
県
庁
内
の
県
支
部
で
調
べ
る
と
分
る
。

　
　

ⅳ
　

進
学
者
と
い
へ
ど
も
必
ず
継
続
と
は
限
ら
な
い
。

　
　

ⅴ
　

本
校
出
願
者
の
可
否
の
内
定
者
を
き
い
て
み
た
。

　
　
　
　

□
□
□
□
、
□
□
□
□
、
□
□
□
□
、
□
□
□
、
内
定
。
□
□
は
否
。
そ
の
他
審
議
中
な
り
。

　

３
．
各
大
学
新
聞
を
配
布
す
。

　

４
．
東
北
学
生
新
聞
２
名
追
加
申
し
込
む
。
39
×
２
＝

78.-
。
小
為
替
手
数
料
4.-
　

書
留

6.20-
。

　

５
．
帽
子
白
線
の
着
否
に
つ
い
て
無
記
名
投
票
を
さ
せ
る
。
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全
員
83
、
在
籍
72
、
投
票
数
　

有
効
66
、
１
本
２
、２
本
63
、
３
本
１
　

無
効
０
、
棄
権
６

　
　
　

生
徒
の
希
望
は
白
線
２
本
な
り
。

　

６
．
下
駄
箱
に
名
票
添
付
、
整
理
を
命
ず
る
。

六
月
一
日
（
火
）

　

奨
学
生
採
用
通
知
来
る
。
一
年
□
□
□
□
　

昭
23
高
第
18
号
、

1000
円
４
月
よ
り
。

六
月
八
日
（
火
）

　

東
北
学
生
新
聞
第
52
号
来
る
。
19
部
の
み
。
追
加
分
未
着
。

六
月
九
日
（
水
）

　

東
京
大
学
新
聞
受
領
、
配
布
す
。

〔
東
北
大
学
新
聞
受
領
証
写
し
、
小
為
替
受
領
証
が
貼
付
〕

六
月
十
一
日
（
木
）

　

奨
学
生
不
採
用
通
知
　

理
科
二
年
　

□
□
□
□

　
　

〃
　
　

採
用
通
知
　

〃
　

〃
　
　

□
□
□
□
　

昭
23
高
第

1594
号
、

1000
円
５
月
分
よ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
科
二
年
　

□
□
□
□
　

昭
23
高
第

1595
号
、

1000
円
５
月
分
よ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃
　

一
年
　

□
□
□
□
　

〃
　

〃
　

1151
号
、
　

〃
　

〃
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃
　

〃
　
　

□
□
□
□
□
〃
　

〃
　

1596
号
、
　

〃
　

〃
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六
月
十
二
日
（
土
）

　

１
．
育
英
会
（
調
査
係
）
よ
り
学
則
等
の
請
求
あ
り
（
切
手
封
入
に
て
）。
先
般
印
刷
し
た
る
生
徒
心
得
抄
を
郵
送
す

　

２
．
三
陽
商
会
よ
り
砂
子
器
具
追
加
分
請
求
書
、
昨
日
来
り
。
県
庁
へ
出
す
。

　

３
．
和
光
純
薬
よ
り
第
三
回
薬
品
追
加
分
の
書
類
、
昨
日
到
着
。
着
荷
后
請
求
書
附
送
予
定
。

六
月
十
五
日
（
火
）

　

  

□
□
□
□
、
退
学
に
つ
き
奨
学
生
選
衡
見
合
せ
願
ひ
を
出
す
、
と
同
時
に
願
書
、
推
せ
ん
書
各
10
部
、
送
附
方
（
切
手
添
附
の
封
筒

同
封
）
依
頼
す
。
→
23
日
着

六
月
十
九
日
（
土
）
東
北
学
生
新
聞
社
へ
追
加
分
未
着
の
問
ひ
合
せ
出
す
。

六
月
二
十
二
日
（
火
）

　

１
．  

奨
学
資
金
　

□
□
□
□
、
□
□
□
□
、
□
□
□
、
分
自
四
月
至
八
月
分
迄
各

5000
円
到
着
。
安
田
銀
行
、
小
切
手
に
て
く
る
。
明

日
受
領
し
、
六
月
分
迄
配
布
予
定
。
の
こ
り
は
預
金
の
こ
と
。

　

２
．
薬
品
戸
棚
到
着
　

３
．
図
書
整
理
。

六
月
二
十
三
日
（
水
）

　

１
．  

安
田
銀
行
に
行
き
奨
学
金
□
□
□
□
外
二
名
分
計
一
万
五
千
円
受
領
し
、
そ
の
中
六
千
円
を
校
長
名
に
て
預
金
し
、
各
人
に

三
千
円
づ
つ
交
付
す
る
。

　
　
　

同
右
生
徒
受
取
及
び
学
校
長
領
収
報
告
書
、
取
引
銀
行
関
係
に
つ
い
て
、
学
資
課
に
あ
て
て
郵
送
す
。

　

２
．
奨
学
希
望
者
身
体
検
査
、
明
日

1.30 

p.m.
県
立
第
一
病
院
白
田
医
師
に
て
行
ふ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
旨
、
希
望
者
五
名
に
通
知
す
。
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３
．  

学
校
の
身
体
検
査
は
七
月
一
日
（
木
）、
九
．
〇
〇
よ
り
本
校
に
て
行
ふ
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
以
前
に
測
定
で
き
る
も
の
は
測

定
す
る
こ
と
に
決
め
る
。
→
宮
田
先
生
と
相
談
の
上

六
月
二
十
四
日
（
木
）

　

奨
学
生
希
望
者
身
体
検
査
。

六
月
二
十
九
日
（
火
）

　

１
．
奨
学
会
よ
り
□
□
□
□
□
、
不
採
用
通
知
来
る
。

　

２
．
東
大
新
聞
社

1079
　

1080
合
併
号
来
る
。

1078
号
未
着
に
て
問
ひ
合
せ
出
す
。
→

7.15
　

11
部
着
（

1078
号
）

　

３
．
和
光
純
薬
よ
り
第
四
回
薬
品
の
通
知
く
る
。

HCl 

5kg
　

C6H6O
　

CH6H

　
　
　

第
三
回
未
着
に
つ
き
問
ひ
合
は
せ

6.15
←
返
事
な
し
。
　

４
．
会
計
検
査
。

六
月
二
十
六
日
（
土
）
二
十
七
日
（
日
）
運
動
会

六
月
二
十
八
日
（
月
）
休
日
。

六
月
十
九
日
よ
り
図
書
整
理
を
し
て
２
│
３
程
片
づ
く
。
25
日
迄
補
助
カ
ー
ド
整
理
。
26
日
整
理
、
同
日
よ
り
カ
ー
ド
書
き
込
み
。

六
月
三
十
日
（
水
）

　

１
．
一
年
自
治
会
、
二
限
よ
り
四
限
迄
。
　

２
．
一
限
一
、 

二
年
休
講
（
倫
理
）

　

３
．
午
后
、
身
体
検
査
（
測
定
検
査
）
実
施
す
。
欠
８
名
（
休
学
１
名
を
含
む
）

　

４
．
一
年
□
□
□
□
、
□
□
□
□
、
□
□
□
、
□
□
□
□
、
□
□
□
□
計
５
名
の
奨
学
生
願
書
、
推
せ
ん
書
を
送
付
す
。
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５
．
放
課
后
、
輿
論
調
査
に
つ
い
て
委
員
と
教
授
の
懇
談
会
あ
り
。
６
．
薬
品
到
着
（

HCl
　

Cu 

Mg
　

CH3OH
）

七
月
一
日
（
木
）

　

１
．
九
時
半
近
く
よ
り
医
師
に
よ
る
身
体
検
査
実
施
。

　
　
　

内
部
検
査
、
ツ
氏
反
応
（
一
、
工
？
）
に
対
し
て
。

　
　
　

一
年
は
四
限
授
業
、
二
年
は
本
日
授
業
な
し
。

　

２
．
二
時
半
よ
り
四
時
近
く
ま
で
前
日
に
ひ
き
つ
づ
い
て
委
員
と
懇
談
会
。

七
月
二
日
（
金
）

　

１
．
二
限
よ
り
四
限
迄
、
大
学
昇
格
に
対
し
て
生
徒
大
会
、
教
授
懇
談
会
あ
り
。

　

２
．
ツ
氏
反
応
及
血
沈
測
定
の
為
、
　

二
年
40
分
授
業
、
５
限
の
み
、
６
限
な
し
。
一
年
５
・
６
限
な
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↙
高
橋
先
生
引
率
に
て
一
、 

二
年
の
順
に
て
行
ふ

　

３
．
本
日
よ
り
図
書
貸
し
出
し
開
始
。

七
月
三
日
（
土
）
三
陽
商
会
、
和
光
純
薬
よ
り
来
借
。

七
月
五
日
（
月
）

　

身
体
検
査
、
第
二
回
分
（
欠
、
ツ
反
応
未
行
者
）

七
月
六
日
（
火
）

　

昨
日
ツ
反
応
検
査
測
定
に
医
師
来
校
さ
る
。

七
月
七
日
（
水
）
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三
陽
商
会
、
和
光
純
薬
に
返
出
し
。

七
月
十
五
日
（
木
）

　

１
．
東
大
新
聞
　

1078
号
及
び

1082
号
到
着
。

　

２
．
東
北
新
聞
　

54
号
（
６
月
25
日
号
）
未
着
に
つ
き
問
ひ
合
せ
出
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

55
号
（
７
月
５
日
号
）
到
着
は
８
月
頃
（
21
部
）

　

３
．
製
本
（
演
習
高
等
数
学
講
座
10
冊
）
図
書
カ
ー
ド

1000
枚
、
中
央
印
刷
に
注
文
す
る
。

七
月
十
六
日
（
金
）

　

奨
学
資
金
交
付
す
。

　

一
年
　

□
□
□
□
、
５
〜
８
月

4000.-
　

□
□
□
□
７
〜
８
、

2000.-

　

二
年
　

□
□
□
□
　

同
右
　
　
　
　

□
□
□
□
　

同
上

　
　
　
　

□
□
□
□
　

□
□
□
　

７
〜
８
　

2000.-

七
月
十
七
日
（
土
）

　

１
．
三
陽
商
会
へ
取
引
先
銀
行
問
ひ
合
す
。

　

２
．
和
光
純
薬
よ
り
第
三
回
薬
品
送
附
通
知
及
請
求
書
来
る
。

七
月
十
九
日
（
月
）
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１
．
七
月
十
八
日
（
日
）
和
光
純
薬
よ
り
二
ヶ
の
中
、
一
ヶ
到
着
。

　

２
．
□
□
□
へ
奨
学
資
金
受
領
方
催
促
出
す
。

七
月
二
十
一
日
（
水
）

　

１
．
硝
子
器
具
整
理
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
び
ん
返
却
す
る
。

　

２
．
昨
日
図
書
整
理
終
了
す
。
全
部
返
却
し
又
貸
出
す
。

七
月
二
十
二
日
（
木
）

　

１
．  

薬
品
（
Zn 

FeS
）
未
到
着
分
小
荷
物
係
に
問
ひ
合
は
せ
た
る
も
不
明
な
り
。
甲
片
必
要
と
の
こ
と
。
従
つ
て
こ
の
旨
、
和
光
純
薬

に
申
し
送
る
。
又
、
メ
タ
ノ
ー
ル
塩
酸
の
買
受
書
及
び
取
引
先
銀
行
問
ひ
合
は
せ
出
す
（
控
あ
り
）。

七
月
二
十
三
日
（
金
）

　

１
．
□
□
□
に
奨
学
資
金
渡
す
。

　

２
．
育
英
会
学
資
課
へ
受
取
発
送
す
る
。

　
　

一
、
□
□
、
□
□
、
□
□
、
□
□
□
、
四
名
分
の
一
万
六
千
円
の
受
領
報
告
書
。

　
　

二
、
自
七
月

至
八
月
弐
千
円
　

□
□
□
□
、
□
□
□
、
□
□
□
□
、
三
名
。

　
　

三
、
自
五
月

至
八
月
四
千
円
　

□
□
、
□
□
、
□
□
、
□
□
□
、
四
名
。

八
月
五
日
（
木
）

　

四
月
に
八
月
初
め
到
着
の
和
光
の
甲
片
に
て
調
査
す
る
も
、
こ
れ
は
既
に
返
送
済
に
て
再
調
査
の
要
あ
り
。

　

甲
片
返
送
及
び
問
ひ
合
せ
出
す
。
控
あ
り
。
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〔
和
光
純
薬
工
業
会
社
東
京
支
社
宛
控
え
が
貼
付
〕

休
暇
中
育
英
会
関
係

八
月
十
八
日

　

□
□
□
の
採
用
通
知
あ
り
、
昭
23
高
第

2157
号
、
七
月
よ
り

1000.-
円

　

□
□
□
□
の
不
採
用
通
知
あ
り
。

八
月
十
九
日

　

奨
学
関
係
事
務
取
扱
要
項
送
附
さ
る
。

八
月
三
十
一
日

　

□
□
□
□
外
六
名
分
の
９
・
10
月
分
奨
学
金

14000.-
送
附
通
知
あ
り
。

　

八
月
十
七
日
附
に
て
安
田
銀
行
秋
田
支
店
よ
り
入
金
通
知
あ
り
。

九
月
一
日
（
水
）

　

①  

始
業
式
、
注
意
伝
達
事
項
、
１
．
環
境
の
美
化
、
２
．
校
長
室
そ
の
他
の
部
屋
へ
の
無
断
入
室
禁
、
３
．
大
坂
栄
一
先
生
の
件
、

　
　

４
．
身
体
検
査
費
用
の
件
、
５
．
図
書
の
件
。

　

②
□
□
に
奨
学
生
決
定
通
知
を
渡
す
、
③
図
書
課
ひ
き
つ
ぎ
、
④
新
聞
配
布
。

九
月
二
日
（
木
）

　

１
．
木
内
に
て
文
房
具
を
宮
田
先
生
と
定
め
る
。



25

　

２
．
三
光
堂
に
て
無
機
化
学
（
中
）
購
入
。

　

３
．
石
川
書
店
に
て
植
物
学
　
　
　

〃
　
　

支
払
に
つ
い
て
注
意
。

　

４
．
安
田
銀
行
に
奨
学
資
金
受
領
に
行
き
、
左
の
通
り
交
付
す
。

　
　
　

□
□
、
□
□
、
□
□
、
□
□
、
□
□
へ

　

５
．
和
光
純
薬
へ
返
事
出
し
。（
控
あ
り
）

九
月
三
日
（
金
）

　

１
．
九
月
分
奨
学
資
金
、
□
□
、
□
□
□
へ
交
付
。

　

２
．
事
務
取
扱
要
項
に
よ
り
奨
学
生
原
簿
、
現
金
出
納
簿
、
送
金
通
知
の
綴
を
作
製
す
。

　

３
．
九
、 

十
月
分
受
領
報
告
書
（
一
万
四
千
円
）
及
、
六
、 

七
、 

八
月
分
の
受
払
報
告
書
、
学
資
課
へ
呈
出
す
る
。

　

４
．
午
後
職
員
会
議
。

　

５
．
九
月
二
日
（
木
）
中
食
休
み
中
に
洋
服
抽
せ
ん
す
。
□
□
□
□
に
あ
た
る
。
前
回
靴
下
を
も
ら
つ
た
も
の
を
除
い
て
抽
せ
ん
す
。

九
月
九
日
（
木
）
く
も
り
、
風
強
、
午
后
雨

　

１
．
児
玉
事
務
官
本
日
来
任
。

　

２
．
午
後
、
自
治
会
（
三
時
半
迄
）

　

３
．
ハ
イ
キ
ン
グ
、
略
、
寒
風
山
に
決
定
。

　

４
．
奨
学
生
出
願
期
限
に
つ
い
て
問
ひ
合
せ
（
校
長
）

　

５
．
北
高
校
附
近
に
て
の
運
動
に
つ
い
て
の
注
意
換
気
（
七
月
）

九
月
十
日
（
金
）
晴
、
く
も
り
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１
．
和
光
純
薬
に
前
回
の
受
取
及
び
毒
劇
物
買
受
書
送
附
。

　
　
　

及
び
定
性
分
析
用
試
薬
を
■
に
た
の
む
。（
控
あ
り
）

　

２
．
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
先
週
、
人
員
調
査
し
た
の
で
そ
の
交
渉
を
校
長
先
生
に
た
の
む
。

　

３
．
一
年
ク
ラ
ス
写
真
撮
影
。

　

４
．
午
后
職
員
会
議
。

　

５
．
先
日
抽
線
の
洋
服
来
る
。
□
□
に
交
付
す
る
。

九
月
十
一
日
（
土
）

　

寒
風
山
ハ
イ
キ
ン
グ
。
職
員
・
校
長
、
宮
田
、
菊
池
、
高
橋
、
井
上
、
小
野
田
、
児
玉
、
高
橋
（
女
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
徒
・
一
年
25
　

二
年
24

　

  

十
時
四
十
分
秋
田
発
船
川
行
列
車
に
て
十
二
時
十
分
脇
本
着
。
一
時
二
十
分
よ
り
登
山
開
始
。
約
一
時
間
后
、
頂
上
着
。
会
食
。
四

時
半
下
山
開
始
。
駅
に
て
開
散
。

　

児
玉
事
務
官
及
び
生
徒
五
名
先
発
し
、
さ
つ
ま
い
も
、
梨
の
購
入
に
あ
た
り
登
山
前
に
各
自
に
分
配
す
。
あ
ま
り
お
い
し
く
な
し
。

　

朝
よ
り
雨
も
よ
ひ
な
る
も
登
山
中
、
降
雨
な
く
、
眺
望
稍
良
好
で
あ
つ
た
。

九
月
十
三
日

　

１
．
和
光
純
薬
よ
り
葉
書
来
る
。

　

２
．
校
友
会
よ
り
左
記
金
額
立
替
に
て
和
光
純
薬
に
支
払
ふ
。

　
　
　

薬
品
代
　
　
　

1904.-
　

（
書
簡
の
控
あ
り
。
受
領
書
を
同
封
し
て
判
を
も
ら
ふ
様
に
す
る
）
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小
為
替
料
金
　

35.-

　
　
　

切
手
　
　
　
　

50.-
　
　

小
為
替
、
書
留
に
て
。

　
　
　

書
留
料
金
　
　

25.-

　
　
　
　

計
　
　
　
　

1969.-

　

３
．
和
光
純
薬
よ
り
、

FeS
　

Zn
到
着
す
。

　

４
．  

Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
件
に
つ
き
、
県
衛
生
部
へ
行
く
も
保
健
所
と
連
絡
さ
れ
た
い
と
の
こ
と
に
て
秋
田
保
健
所
に
行
き
、
黒
丸
氏
に
左
記

依
頼
す
。

Tel. 

3078

　
　

ⅰ
　

  

九
月
末
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
入
手
見
込
に
つ
き
、
他
校
と
合
同
に
て
（
本
校
は
僅
か
13
名
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
は

100
名
が
単

位
に
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
）
接
種
す
る
。

　
　

ⅱ　

時
間
、
場
所
に
つ
い
て
は
追
て
通
知
す
る
。

　
　
　

  

右
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
件
は
、
校
長
先
生
よ
り
県
立
病
院
に
依
頼
し
た
る
も
、
な
い
か
ら
、
い
づ
れ
入
手
次
第
に
と
い
ふ
回
答
が
あ
つ
た

か
ら
で
あ
る
。

　

５
．
本
や
で
本
を
買
つ
て
く
る
。

　
　
　

（
汽
車
時
間
表
、
化
学
序
論
１
、２
、
→
三
光
堂

　
　
　

哲
学
小
辞
典
、
理
論
応
用
ム
キ
化
学
、
解
説
ム
キ
化
学
→
石
川
）
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九
月
十
四
日
（
火
）

　

１
．
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
件
、
校
長
に
報
告
。

　

２
．
和
光
純
薬
へ
の
送
金
受
取
を
事
務
室
へ
（
佐
藤
氏
へ
）

　

３
．
開
襟
シ
ヤ
ツ
、
二
年
９
、一
年
８
、
抽
せ
ん
す
る
様
話
す
。

　
　
　

110. 

80
　

５
点

九
月
十
五
日
（
水
）

　

１
．
二
年
、
シ
ヤ
ツ
代
金
集
め
も
、
一
年
未
調
の
為
、
辻
に
と
り
に
行
け
な
い
で
し
ま
ふ
。

　

２
．
佐
藤
要
一
郎
薬
品
店
（
十
字
屋
）
へ
行
き
、
薬
品
、
硝
子
器
具
等
を
求
め
る
。

　
　
　

午
後
二
時
半
頃
も
つ
て
く
る
。
校
長
先
生
に
一
応
了
解
を
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
由
。

九
月
十
六
日
（
木
）
曇
后
雨

　

１
．
シ
ヤ
ツ
代
金
、
及
び
衣
料
切
符
と
も
つ
て
辻
へ
行
く
。
受
領
し
配
布
す
。

　
　
　

  

取
引
高
税
の
印
紙
を
も
ら
つ
て
く
る
。
箱
に
入
れ
る
。
生
徒
が
も
つ
て
き
た
も
の
も
あ
る
。
□
□
に
配
給
し
た
洋
服
の
部
分
品

の
の
こ
り
も
も
つ
て
き
た
の
で
交
付
す
る
。

　

２
．  

昨
日
の
薬
品
及
び
器
具
に
つ
い
て
校
長
に
話
す
。
承
諾
さ
れ
る
。
こ
れ
を
含
め
て
、
約
二
万
円
を
こ
ん
な
費
用
に
使
ふ
承
諾
を

得
る
。
購
入
の
方
法
は
校
長
の
許
可
を
得
て
、
事
務
か
ら
買
つ
て
も
ら
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

  

来
年
度
で
生
徒
か
ら
約

100
円
と
つ
て
各
自
に
必
要
な
器
具
を
買
ふ
こ
と
を
み
と
め
て
も
ら
ふ
。
こ
れ
は
寄
附
の
形
に
し
て
も
ら

ひ
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る
。

　

３
．
中
食
休
み
に
校
長
室
で
自
治
会
委
員
と
懇
談
あ
り
。
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校
長
よ
り
自
治
的
に
左
の
点
を
行
は
れ
た
い
旨
の
話
あ
り
。

　
　
　

１
．
教
室
掃
除
を
よ
く
す
る
こ
と
、
　

２
．
黒
板
を
消
す
こ
と
（
掃
除
当
番
）

　
　
　

３
．
取
引
高
税
の
印
紙
を
提
出
す
る
こ
と
、
　

４
．
下
駄
は
下
駄
箱
に
。

　
　
　

５
．
便
所
で
は
一
歩
前
進
の
こ
と
、
　

６
．
キ
ヤ
ツ
チ
ボ
ー
ル
を
校
舎
附
近
で
し
な
い
こ
と
。

　
　
　

７
．
た
ば
こ
の
吸
が
ら
に
気
を
つ
け
る
こ
と
。

　
　

  

つ
い
で
に
□
□
に
休
暇
中
の
ア
ル
バ
イ
ト
調
査
を
話
す
。
様
式
を
等
へ
統
計
を
と
ら
せ
る
考
へ
な
り
（
校
長
先
生
よ
り
話
あ
り
た

る
に
つ
き
）

　

４
．
第
７
限
に
一
年
化
学
補
講
を
す
る
。
宿
直
な
り
。

　

５
．
十
字
屋
く
る
。（
未
持
参
品
、
小
■
■
２
、
と
り
か
へ
１
）

九
月
十
七
日
（
金
）

　

１
．
□
□
、
□
□
、
全
国
自
治
連
の
大
会
で
上
京
す
る
（
18
、
19
日
）

　
　
　

こ
れ
に
、
三
陽
商
会
へ
デ
シ
ケ
ー
タ
ー
の
皿
の
と
り
か
へ
、
和
光
純
薬
へ
薬
品
の
在
庫
、
入
庫
見
込
、
価
格
を
問
ひ
合
は
す
。

　

２
．
十
字
屋
、
不
足
品
を
も
つ
て
来
校
。
和
光
純
薬
の
様
に
薬
品
に
つ
い
て
問
ひ
合
は
す
。

　

３
．
職
員
会
議

　
　

  

ⓐ
□
□
、
□
□
、
土
、
月
の
欠
を
出
扱
い
の
件
、
ⓑ
十
和
田
旅
行
は
希
望
者
１
│
２
以
下
の
と
き
は
や
め
る
。
不
参
者
は
登
校
す

る
。
為
に
職
員
が
一
名
の
こ
る
こ
と
。
ⓒ

PTA
に
つ
い
て
。
ⓓ
対
外
交
渉
は
校
長
と
連
絡
を
と
つ
て
行
ふ
こ
と
、ⓔ
旅
行
に
つ
い
て
、

ⓕ
体
操
教
師
の
件
、
ⓖ
給
料
の
件
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４
．
育
英
会
よ
り
育
英
第
二
号
二
部
送
附
さ
る
。
一
部
掲
示
に
し
、
一
部
保
管
す
。

九
月
二
十
二
日
（
水
）

　

１
．
十
字
屋
に
て
見
積
を
請
求
す
る
。

　

２
．
和
光
純
薬
よ
り
受
取
来
る
。
更
に
未
払
分
あ
る
由
に
て
事
務
に
任
す
→
清
水
君
に
公
文
書

　

３
．
石
油
、
ベ
ン
ジ
ン
到
着
に
つ
き
入
れ
る
。

九
月
二
十
三
日
（
木
）
□
□
、
□
□
帰
秋
。
□
□
報
告
に
く
る
。

九
月
二
十
四
日
（
金
）
晴

　

教
官
会
ギ
（
於
校
長
室
）

　

１
．
校
舎
の
件
に
つ
き
知
事
に
交
渉
之
話
。
２
．
体
操
教
師
の
件
。

　

３
．
校
務
分
掌
の
件
、
ひ
い
て
は
工
場
見
学
の
件

　

４
．
バ
ツ
ヂ
、
ボ
タ
ン
の
件
（
サ
カ
キ
原
、
新
大
工
町
15
、
電
車
の
り
場
近
く
）
日
の
出
キ
章

　

５
．
旅
行
の
件

九
月
二
十
五
日
（
土
）
晴

　

東
北
振
興
パ
ル
プ
秋
田
工
場
見
学
（
あ
ら
や
）

　

生
徒
一
年
25
名
、
二
年
22
名
　

計
47
名

　

教
官
　

菊
池
、
井
上
、
高
橋
、
小
野
田

　

九
時
半
よ
り
一
時
半
迄
見
学
。
解
散
。

九
月
二
十
七
日
（
月
）
曇
、
雨
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十
字
や
く
る
。
薬
品
見
積
り
請
求
書
き
直
さ
せ
る
。
□
□
、
デ
シ
ケ
ー
タ
ー
の
中
味
と
り
か
へ
薬
品
調
査
持
参
す
る
。

九
月
二
十
八
日
（
火
）
晴

　

１
．
育
英
会
よ
り
□
□
の
七
〜
十
月
分
送
金
通
知
く
る
。

　

２
．
　

〃
　
　
　

出
願
期
日
に
つ
い
て
回
答
く
る
。

　

３
．  

育
英
会
よ
り
委
員
部
設
置
に
関
し
て
書
類
来
り
、
案
を
作
り
呈
出
。
許
可
を
え
て
事
務
よ
り
発
送
し
て
も
ら
ふ
（
公
文
書
、
控

あ
り
）

　

４
．
十
字
や
く
る
。
予
算
を
考
へ
た
上
で
器
具
の
見
積
り
を
再
び
さ
せ
る
。

　

５
．
十
字
や
に
て
天
秤
の
実
物
を
見
る
。
島
津
製
品
に
て
使
用
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

　

６
．
バ
ッ
ヂ
の
件
に
つ
き
、
□
□
に
希
望
者
数
の
調
査
を
命
ず
る
。

九
月
二
十
九
日
（
水
）
は
れ

　

１
．
銀
行
へ
行
き

11.-
引
き
出
す
。
□
□
に
７
〜
10
月
分
4.-
渡
す
。

　
　
　

十
月
分
を
明
日
渡
す
こ
と
に
し
て
掲
示
出
す
。

　

２
．
育
英
会
へ
□
□
分
受
領
報
告
書
、
□
□
外
７
名
分
受
取
、
９
月
受
払
報
告
書
送
附
す
。

　

３
．
十
字
や
よ
り
見
積
り
着
。
校
長
の
許
可
を
う
る
。

　

４
．
文
部
省
施
設
局
よ
り
の
試
薬
あ
つ
せ
ん
の
必
要
品
を
書
い
て
事
務
に
出
す
。

九
月
三
十
日
（
木
）
は
れ

　

１
．
奨
学
資
金
を
交
付
す
る
。（
受
取
書
数
不
完
全
、
３
名
□
□
、
□
□
、
□
□
□
）

　

２
．
十
字
屋
き
て
追
加
薬
品
た
の
む
。
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３
．
育
英
会
よ
り
明
年
度
卒
業
予
定
者
調
査
来
る
。
該
当
な
し
の
公
文
を
事
務
に
命
じ
て
作
製
さ
せ
る
（
控
あ
り
）

十
月
一
日
（
金
）
は
れ

　

１
．
和
光
純
薬
よ
り
九
月
十
日
附
差
し
出
し
の
返
事
、
及
び
九
月
十
三
日
着
の
Zn 

FeS
等
の
受
取
書
不
備
に
つ
き
手
紙
到
着
。

　

２
．
教
官
会
議

　
　
　

  

①
時
間
を
正
確
に
。
掲
示
の
徹
底
、
②

PTA
に
つ
い
て
、
遊
行
順
序
に
つ
い
て
、
③
旅
行
に
つ
い
て
（
車
中
態
度
、
船
、
バ
ス
、

防
寒
注
意
）、④
大
日
本
育
英
会
本
校
委
員
部
設
置
に
関
す
る
件
、⑤
父
兄
会
設
置
に
つ
い
て
、⑥
生
徒
■
■
の
件
、⑦
選
挙
の
件
、

⑧
教
ム
課
長
会
議
報
告
の
件

　
　
　
　

進
学
適
性
検
査
　

受
附

10.20
─

11.15
　

写
真
一
葉
、
受
験
料

100.-

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
査
日

1.31
　

新
制
大
入
試

3.10
─

3.20
　

二
期

　
　
　

新
制
大
入
試
要
項
に
つ
い
て
。
五
課
目
教
課
。
新
制
高
校
三
年
卒
程
度
。

　
　
　
　

社
会
…
一
般
社
会
、
時
事
問
題
、
国
史
、
東
史
、
西
史
、
人
地
、
中
一

　
　
　
　

国
語
…
必
修
の
み
。
従
つ
て
漢
文
な
し
。

　
　
　
　

理
科
…
物
、
化
、
生
、
地
、
中
一

　
　
　
　

数
学
…
解
析
一
、 

二
、
幾
何
、
中
一

　
　
　
　

外
国
語
…
英
、
独
、
仏
、
中
一
、
or
一
ヶ
国
語
の
み
。

　
　
　
　

各
校
に
よ
り
三
課
目
内
で
も
可
。
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受
験
資
格
…
旧
制
一
年
。
二
年
は
在
学
の
ま
ゝ
可
。

　
　
　

⑨
土
曜
宿
直
の
件

　

３
．
十
字
や
数
種
薬
品
持
参
。

十
月
三
日
（
日
）
は
れ

　

PTA
発
会
式
。
総
会
、
役
員
会
、

9.30
→
4.-

十
月
四
日
（
月
）
雨

　

１
．  

明
五
日
休
校
の
掲
示
は
、
文
部
省
よ
り
、
午
前
or
午
后
の
み
休
講
の
通
知
あ
り
。
従
っ
て
明
日
は
こ
の
ま
ゝ
と
し
、
代
行
は
16

日
（
土
）
午
后
行
ふ
こ
と
に
決
定
→
い
づ
れ
会
議
の
上
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
２
．
旅
行
打
ち
合
は
せ
会

十
月
五
日
（
火
）
雨

　

休
校
。
教
育
委
員
選
挙
。

十
月
六
日
（
水
）
く
も
り

　

１
．
旅
行
に
つ
い
て
注
意
あ
り
。

　
　
　

人
員
　

一
年
19
、
二
年
18
、
教
官
５
。

　
　
　

分
担
は
教
務
に
て
決
定
。

　

２
．
十
字
や

KCa
持
参
。

　

３
．
臨
時
教
官
会
議
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行
く
者
へ
の
注
意
。（
事
故
。
殊
に
乗
船
注
意
。
ボ
ー
ト
禁
止
、
風
紀
上
の
注
意
）

残
留
者
　

〃
　
　
　

（
授
業
通
り
、
自
習
、
諸
事
、
公
判
傍
聴
）

①
旅
行
の
件

⎩⎨⎧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年
は
土
曜
は
休
み
。

　
　
　

②
見
学
は
当
分
と
り
や
め
る
。

　
　
　

③
月
曜
に
会
議

　

４
．
和
光
東
京
支
店
へ
手
紙
出
す
。（
控
あ
り
）

　
　
　

2057.-
は
既
に
支
払
ず
み
で
あ
る
。
こ
れ
を
い
つ
て
や
る
。

十
月
七
日
（
木
）
─
十
月
九
日
（
土
）
十
和
田
旅
行

　

参
加
者
一
年
20
名
、
二
年
18
名
、
教
官
５
名
　

計
43
名

　

日
程
　

  

十
月
七
日
（
木
）
晴
、五
時
五
分
秋
田
発
。
生
徒
、教
官
、沿
線
各
駅
よ
り
乗
車
。
大
館
着
八
時
三
十
分
、大
館
発
八
時
五
十
分
、

宅
厚
内
着
十
時
二
十
分
。
毛
馬
内
に
て
木
村
博
君
迎
へ
に
出
て
ゐ
る
。
省
営
バ
ス
に
て
（
特
発
二
台
）
十
和
田
へ
。
和
井
内

ホ
テ
ル
着
十
二
時
十
五
分
。
異
常
な
し
。

　
　
　
　

  

中
食
后
、
遊
覧
船
に
て
休
屋
を
へ
て
ふ
の
口
へ
至
り
（
船
故
障
の
為
、
休
屋
に
て
約
一
時
間
休
憩
）
奥
入
瀬
の
渓
流
を
一
時

間
近
く
散
策
。
再
び
遊
覧
船
に
て
五
時
ホ
テ
ル
着
。
一
泊
。
二
年
の
一
年
へ
の
ス
ト
ー
ム
あ
り
（
朝
三
時
）

　
　
　
　

  

十
月
八
日
（
金
）
晴
、八
時
半
及
び
九
時
の
バ
ス
に
分
乗
し
て
休
屋
に
着
。
全
員
（
□
□
の
み
頭
痛
─
自
動
車
に
よ
ふ
為
─
）

ホ
テ
ル
に
の
こ
る
）。
■
コ
台
に
至
る
（
約
四

K.M.
）
十
一
時
着
。
中
食
。
十
二
時
発
。
一
時
休
屋
着
。
二
時
に
特
発
バ
ス
二

台
に
分
乗
し
て
三
時
大
湯
温
泉
着
。
ホ
テ
ル
に
一
泊
。
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こ
の
日
、
朝
ボ
ー
ト
乗
船
を
願
ひ
出
る
も
万
一
を
思
ひ
、
又
校
長
と
の
約
束
に
よ
り
許
可
を
与
へ
ず
。
夜
は
生
徒
一
、二
年

対
抗
ジ
エ
ス
チ
ヤ
ー
あ
そ
び
に
興
じ
、
三
時
頃
寝
に
つ
く
。
女
子
入
浴
は
他
の
旅
館
を
借
り
る
。

　
　
　
　

山
本
視
学
来
訪
あ
り
。
同
泊
し
種
々
の
話
を
き
く
。

　
　
　
　

 
十
月
九
日
（
土
）
晴
、
大
湯
に
て
解
散
す
る
。
併
し
九
時
の
バ
ス
に
て
全
員
（
一
台
、
ト
ラ
ッ
ク
特
発
）
馬
内
に
至
り
一
年

の
大
部
分
は
高
橋
先
生
と
か
へ
る
。
の
こ
り
の
生
徒
は
（
女
生
徒
全
部
を
含
む
）
教
官
（
除
高
橋
）
と
共
に
木
村
氏
宅
に
て

休
憩
し
一
時
出
発
。
一
時
四
十
分
発
に
て
大
館
着
三
時
十
分
。
大
館
散
策
后
、
大
館
発
四
時
五
十
分
（
汽
車
や
ゝ
お
く
れ
）

に
て
帰
秋
。

　
　
　
　

木
村
宅
に
の
こ
り
た
る
も
の
数
名
あ
り
。
宮
田
兄
も
又
毛
馬
内
に
一
泊
さ
る
。

　
　
　
　

好
天
に
恵
ま
れ
、
生
徒
の
意
気
あ
が
り
、
快
適
な
る
旅
行
な
り
き
。

　
　
　
　

 

生
徒
相
互
の
理
解
、
親
善
に
役
立
つ
た
こ
と
は
争
へ
な
い
。
故
障
者
な
く
、
一
同
元
気
で
あ
つ
た
こ
と
も
、
及
数
は
少
い
と

は
い
へ
特
記
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
又
、
生
徒
は
さ
す
が
に
自
治
的
に
て
よ
く
命
令
を
守
り
、
規
律
正
し
く
品
位
あ
る
行
動
を

し
た
の
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
計
画
さ
れ
た
先
生
、
及
び
生
徒
の
労
を
多
と
す
る
者
で
あ
る
─
十
月
十
日
夜
、
宿
直
室

に
て
記
す
。

十
月
十
日
（
日
）
く
も
り

　

宿
直
の
為
出
勤
。

　

和
光
よ
り
薬
品
の
見
積
り
到
着
し
て
ゐ
る
（
10
月
６
日
附
速
達
）

　

既
に
大
部
分
購
入
済
の
為
、
不
要
で
あ
る
。
価
格
の
点
も
あ
る
こ
と
は
あ
る
が
。

十
月
十
一
日
（
月
）
晴
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１
．
和
光
へ
返
事
出
し
（
控
あ
り
）

　

２
．
校
長
に
旅
行
の
報
告
。

　

３
．  
ノ
ー
ト
配
給
に
つ
き
学
校
購
買
よ
り
切
符
を
秋
田
県
教
育
資
材
有
限
会
社
へ
こ
の
ハ
ガ
キ
来
る
も
三
伝
へ
ま
は
し
た
の
で
や
め

る
。

　

４
．
育
英
会
よ
り
名
称
変
更
通
知
受
領
。

　

５
．
　

〃
　
　
　

採
用
者
決
定
通
知
く
る
。
交
付
す
る
。

　
　
　

□
□
□
□
　

昭
和
23
高
第

3421
号
　

500.-
九
月
分
よ
り
（
九
月
三
十
日
付
）

　
　
　

□
□
□
□
　
　

〃
　

〃
　

3422
号
　

9000.-
　

〃
　
　
　

 

（
　

〃
　
　
　
　

）

　
　
　

□
□
□
□
　
　

〃
　

〃
　

3423
号
　

1000.-
　

〃
　
　
　

 

（
　

〃
　
　
　
　

）

　
　
　

□
□
□
□
　
　

〃
　

〃
　

3424
号
　

〃
　

〃
　
　
　

 
（
　

〃
　
　
　
　

）

　

６
．
育
英
会
よ
り
不
採
用
者
決
定
通
知
く
る
。
→
12
日
に
通
知
。

　
　
　

□
□
□
　

一
名
。

　

７
．
東
大
新
聞
（

1072
号
）
着
。
渡
す
。

　

８
．
師
範
問
題
に
つ
き
□
□
、
□
□
と
校
長
室
で
懇
談
。（
中
食
時
）



37

　
　
　

他
校
自
治
会
の
こ
と
は
他
校
で
任
す
事
。
冷
静
な
判
断
で
行
っ
て
み
る
こ
と
等
話
す
。

　

９
．  
ア
ル
バ
イ
ト
調
査
。
校
長
に
提
出
。
職
業
安
定
所
に
よ
る
。
ア
ル
バ
イ
ト
調
査
に
付
、
調
査
く
る
。
結
果
を
複
写
し
て
校
長
に

出
し
、
公
文
書
を
作
っ
て
も
ら
ふ
こ
と
に
す
る
（
原
文
保
存
。
一
枚
校
長
保
管
、
一
枚
呈
出
）。

　

10
．
□
□
、
来
り
二
ヶ
月
休
学
を
申
し
出
る
。
校
長
と
共
に
話
し
寮
を
出
る
様
話
す
。

十
月
十
二
日
（
火
）

　

１
．
十
字
や
薬
品
２
本
持
参
（

KBr 

NH
と
Ｓ
）。

　

２
．
□
□
欠
席
届
持
参
。
校
長
許
可
。
教
ム
へ
ま
は
す
。

　

３
．
ア
ル
バ
イ
ト
調
査
公
文
書
出
来
。

十
月
十
四
日
（
木
）
雨
後
曇

　

１
．
昨
日
、
日
の
出
徽
章
や
来
た
由
。
小
生
出
勤
し
な
か
つ
た
為
、
会
は
ず
。

　

２
．
公
共
職
業
安
定
所
へ
行
き
、
ア
ル
バ
イ
ト
調
査
を
渡
し
、
い
ろ
い
ろ
き
ゝ
た
の
ん
で
く
る
。
校
長
に
話
を
す
る
。

　

３
．
十
字
や
、
多
硫
化
ア
ニ
モ
ン
持
参
。

　

４
．
バ
ッ
ヂ
の
件
に
つ
き
生
徒
く
る
。
一
人
二
個
位
買
ふ
と
の
こ
と
。
明
日
バ
ッ
ヂ
や
が
き
て
継
に
話
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

５
．
盗
難
が
此
頃
あ
る
こ
と
を
生
徒
申
し
来
り
調
査
を
命
じ
、
数
件
を
紙
に
書
か
せ
る
。

　

６
．
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
の
件
、
校
長
よ
り
話
あ
り
。

十
月
十
五
日
（
金
）
晴

　

１
．
教
官
会
議

　
　

１
．
校
長
提
案
の
交
際
会
（
仮
称
）
の
件
→
決
定
。
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２
．
学
校
購
売
の
会
費
に
関
す
る
件
→
留
保
。

　
　

３
．
名
士
の
講
演
の
件
→
杉
村
院
長
を
た
の
む
予
定
。

　
　

４
．
体
操
の
先
生
の
交
代
（
師
範
、
佐
藤
熊
太
郎
）

　
　

５
．
給
仕
候
補
者
の
件
→
17
才

　
　

６
．
事
務
分
掌
の
件

　
　

７
．
文
房
具
は
自
弁
の
こ
と
。

　
　

８
．
文
化
的
行
事
の
件
→
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
。

　
　

９
．
会
議
は
パ
ン
ク
チ
ュ
ア
ル
に
行
ふ
。

　
　

10
．
運
動
会
の
件
。

　
　

11
．
バ
ッ
ヂ
、
帽
子
、
そ
の
他
の
件

　
　

12
．
雑
件

　
　

13
．
盗
難
事
件
の
件
→
生
徒
注
意
で
喚
起
す
る
。

　

２
．
バ
ッ
ヂ
や
来
校
。
左
記
注
文
　

→
生
徒
の
意
見
に
よ
り
教
官
会
議
で
決
定
。

　
　

１
．
バ
ッ
ヂ
…
銀
イ
ブ
シ
、
三
角
切
ヌ
キ
、
ネ
ジ
止
、
1.5 
cm
一
辺
、
矢
を
６
本
金
で
浮
す
。

　
　
　
　

型
代

4.00-
を
入
れ
て
一
ヶ
25
〜
30
円
。

150
ヶ
注
文
。

　
　

２
．
耳
章
　
　

２
ヶ
１
組
　

5.-

　
　

３
．
ボ
タ
ン
　

９
ツ
１
組
　

35.-

製
作
は

100
組
づ
つ
に
し
て
買
い
入
れ
は
68
組

⎩―⎨―⎧
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３
．
硝
子
器
具
、
品
物
申
込
書
来
る
。
→
不
申
込
。

　

４
．
学
校
購
売
会
に
加
入
す
べ
き
か
否
か
の
調
査
依
頼
さ
る
。

十
月
十
六
日
（
土
）
晴

　

１
．
学
校
購
売
に
行
き
、
種
々
尋
ね
る
。

　
　

・
大
体
に
於
い
て
品
物
は
小
、
中
学
校
向
き
の
こ
と
（

50.-
納
入
）

　
　

・
新
制
高
校
以
上
の
も
の
も
と
き
と
し
て
あ
る
（

15.-
）

　
　

・
鉱
専
も
師
範
も
加
入
し
て
ゐ
る
。

　
　

・
年
六
分
の
利
子
が
つ
く
。
集
め
た
金
は
い
つ
で
も
出
せ
る
。
謝
礼
も
あ
る
。

　
　

・
加
入
し
て
ゐ
る
の
と
、
品
質
良
好
で
数
量
の
少
い
品
物
は
ま
は
し
て
も
ら
へ
る
等
。

　
　
　

か
へ
つ
て
き
て
校
長
に
報
告
す
る
。
再
考
さ
れ
る
由
。

　

２
．
十
字
屋
に
行
き
、
見
積
書
提
出
を
請
求
す
る
。

　

３
．
三
光
堂
に
て
図
書
の
件
に
つ
き
相
談
（
ム
キ
化
学
）（
化
学
実
験
）

　

４
．
校
長
よ
り
井
上
先
生
を
生
徒
課
員
に
し
て
も
ら
つ
て
も
よ
い
と
の
話
あ
り
。
考
慮
さ
せ
て
頂
く
。

　

５
．
本
日
授
業
は
一
年
は
物
数
化
化
、
二
年
は
午
後
化
化
と
、
五
日
（
火
）
休
業
の
代
り
に
行
ふ
。

十
月
十
七
日
（
日
）
曇
、
午
后
一
時
雨
。

　

宿
直
の
為
、
来
校
。
図
書
が
乱
雑
で
あ
る
様
な
の
で
、
並
べ
る
。
─
少
し
。
井
上
先
生
と
十
一
時
頃
迄
話
す
。

十
月
十
八
日
（
月
）
曇
、
木
枯
強
し
。

　

１
．  

ノ
ー
ト
配
給
。

125
冊
。
一
年
49
冊
、
二
年
46
冊
、
別
途
30
冊
。
抽
せ
ん
に
よ
る
も
の
は
次
回
の
さ
い
の
抽
せ
ん
よ
り
除
く
こ
と
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と
し
て
、
氏
名
を
提
出
さ
せ
て
記
入
す
。
代
金

12.62
な
る
も

13.-
集
め
、
の
こ
り
は
校
友
会
に
寄
附
の
形
を
と
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　

→
井
上
先
生
に
徴
集
を
や
っ
て
頂
く
。

　

２
．
井
上
先
生
生
徒
課
員
の
件
に
つ
き
校
長
に
承
諾
を
伝
へ
そ
の
旨
決
る
。

　

３
．
大
学
新
聞
（
東
京
）

1093
号
到
着
。

　

４
．
十
字
や
来
校
。
第
二
回
分
代
金
も
ら
っ
た
由
。
追
加
等
た
の
む
。

　

５
．  

和
光
純
薬
よ
り
書
簡
。
未
払
代
金
云
に
は
誤
り
の
旨
、
又
受
領
書
等
は
到
着
の
旨
。
詫
び
て
く
る
。
尚

21.-
の
残
高
あ
る
と
の
こ

と
に
て

K2Cl2
を
（

100g
に
て

20.-
）
た
の
む
。
送
料
省
く
。
不
可
な
ら
ば
や
め
て
も
よ
い
（
控
あ
り
）。

　

６
．
進
藤
講
師
休
講
の
為
富
田
先
生
行
は
れ
る
。

　

７
．  

二
年
村
上
の
夏
季
休
暇
中
の
テ
ニ
ス
用
具
使
用
に
つ
い
て
小
使
よ
り
い
ろ
い
ろ
き
く
。
即
ち
、
□
□
、
そ
の
弟
、
□
□
某
（
友

人
）
は
、
休
暇
中
早
朝
よ
り
登
校
来
校
し
、
小
使
の
門
を
あ
け
る
や
否
や
校
内
に
入
り
、
挨
拶
も
せ
ず
、
又
無
断
に
て
教
官
室

に
入
り
用
具
を
も
ち
出
し
、
テ
ニ
ス
を
為
し
、
夕
刻
は
用
具
を
放
つ
て
（
生
徒
下
駄
箱
上
に
）
帰
宅
し
、
小
使
が
と
り
か
た
づ

け
た
る
后
は
、
翌
日
朝
再
び
同
様
な
行
為
を
な
す
。
又
、
玄
関
の
戸
の
あ
か
な
い
と
き
は
裏
に
よ
り
無
断
で
侵
入
し
、
同
様
な

行
為
を
し
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
と
い
ふ
。
夏
休
み
後
半
に
於
い
て
、
□
□
が
こ
の
こ
と
を
注
意
す
る
や
反
つ
て
、
く
つ

て
か
ゝ
る
態
度
で
あ
つ
た
と
い
ふ
。
又
□
□
よ
り
そ
の
弟
、
友
人
が
先
に
登
校
し
同
様
の
行
為
を
為
し
た
と
い
ふ
。
而
も
今
学

期
以
后
、
生
徒
昇
降
口
の
硝
子
戸
が
破
損
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
手
を
入
れ
て
錠
を
あ
け
て
入
り
、
同
様
の
行
為
を
為
し
た
こ
と

を
き
ゝ
、
課
長
と
し
て
、
又
部
長
と
し
て
、
今
迄
の
未
知
を
恥
じ
明
日
さ
と
す
決
心
を
し
た
。
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十
月
十
九
日
（
火
）
く
も
り
、
晴

　

１
．  
□
□
に
前
日
き
い
た
こ
と
を
話
し
て
反
省
を
求
め
る
も
、
弁
解
の
態
度
の
み
多
く
、
誠
に
遺
感
で
あ
る
。
課
長
と
し
て
、
又
部

長
と
し
て
校
外
者
に
は
絶
対
に
庭
球
用
具
を
貸
さ
な
い
こ
と
を
言
明
す
る
。

　
　
　

  

□
□
（
総
ム
委
員
と
し
て
）、
□
□
（
□
）、
□
□
（
庭
球
部
委
員
と
し
て
）
を
よ
び
前
項
の
概
略
を
話
し
、
こ
ち
ら
の
決
心
、

決
定
事
項
を
話
し
、
委
員
と
し
て
、
又
然
る
様
命
令
す
る
。

　

３
．
富
士
銀
行
秋
田
支
店
よ
り
、

29600.-
の
入
金
通
知
到
着
。
□
□
そ
の
他
の
原
簿
未
着
に
つ
き
、
到
着
次
第
銀
行
に
行
く
予
定
な
り
。

　

２
．
前
事
項
を
校
長
に
話
し
て
了
解
を
求
め
る
。

　

４
．
事
務
よ
り
表
紙
二
組
も
ら
ひ
厚
生
関
係
及
自
治
会
資
料
を
整
理
す
る
。

十
月
二
十
二
日
（
金
）
曇

　

１
．
三
伝
に
ノ
ー
ト
の
代
金
を
も
た
せ
て
や
る
。
受
領
書
を
も
ら
つ
て
貼
附
し
て
あ
る
。

　

２
．
⑴
教
官
会
議
交
際
会
の
設
立
は
し
ば
ら
く
見
合
は
せ
る
。

　
　
　

⑵
新
制
大
学
入
試
、
適
性
検
査
の
件
。

　
　
　

⑶
旧
制
大
学
入
試
の
学
課
目
に
つ
い
て
。

　
　
　

⑷
授
業
料
値
上
（

80.-
→

120.-
　

新
制
高
校

60.-
→

100.-
）

　
　
　

⑸
配
給
靴
の
件
、
配
給
の
件
。

　
　
　
　

ａ
．
配
給
委
員
会
設
置
す
る
。
教
官
２
、
事
ム
１
名
、
選
挙
に
よ
る
。
別
個
に
行
ふ
。
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ｂ
．
今
回
の
靴
は
全
員
が
委
員
と
考
へ
る
。

　
　
　
　

ｃ
．
将
来
の
配
給
は
委
員
会
に
任
す
。

　
　
　
　

ｄ
．
決
定
は
校
長
が
す
る
。

十
月
二
十
五
日
（
月
）
雨

　

１
．
和
光
よ
り
ハ
ガ
キ
。
出
荷
案
内
、
納
品
書
到
着
（
エ
オ
シ
ン
の
み
２
本
）

　

２
．
十
字
や
よ
り
Hg 

HNO3
⑴

K2CrO4

 Na2(Fe(CN)5NO)2H2O 
着
（
土
曜
に
持
参
の
由
）

　

３
．
和
光
よ
り
エ
オ
シ
ン
２
本
到
着
。
書
留
小
包
み
。
切
手

20.-
糊
附
。

　
　
　

よ
つ
て
受
領
書
送
附
。

　

４
．
育
英
会
よ
り
原
簿
、
送
金
通
知
等
到
着
。

　

５
．  

全
国
自
治
総
連
合
よ
り
、
二
高
生
２
、
師
範
１
、
来
校
。
本
日
秋
師
に
て
大
会
あ
る
為
そ
の
説
明
に
く
る
。
四
限
を
一
時
間
さ

い
て
行
ふ
。
活
潑
な
討
論
あ
り
た
る
由
。

十
月
二
十
六
日
（
火
）
く
も
り

　

１
．
富
士
銀
行
に
行
き
、

29600.-
を
入
れ
る
手
続
后
、

6800.-
引
き
出
す
。
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□
□
、
□
□
、
□
□
、
□
□
に
各
９
〜
10
月
分
貸
費
証
を
渡
す
。

　

２
．
育
英
会
10
月
分
の
帳
本
整
理
を
為
し
発
送
で
き
る
ば
か
り
に
す
る
。

十
月
二
十
八
日
（
木
）
曇

　

１
．
育
英
会
十
月
分
報
告
発
送
。

　

２
．
太
陽
堂
書
店
へ
化
学
実
験
の
本
の
問
ひ
合
せ
（
ハ
ガ
キ
）
出
す
。

　
　
　

裳
花
房
　
　
　

化
学

　

３
．
校
長
よ
り
消
ゴ
ム
の
件
（
配
給
）
に
つ
き
話
あ
り
。

　

４
．
十
字
や
見
積
書
持
参
す
。

十
月
二
十
九
日
（
金
）
く
も
り

　

１
．
消
ゴ
ム
配
給
→
一
年
45
、
二
年
43
（
生
徒
数
よ
り
８
ヶ
づ
つ
余
分
に
渡
す
）

　

２
．
教
官
会
ギ
な
し
。

　

３
．
三
光
堂
へ
行
き
二
年
生
11
名
注
文
の
石
川
の
詳
釈
ム
キ
化
学
を
注
文
す
る
（
定
価
通
り
の
約
束
）

十
一
月
一
日
（
月
）
は
れ

　

１
．
十
月
三
十
一
日
（
日
）
行
ふ
予
定
の
運
動
会
は
天
候
不
良
の
為
中
止
。

　
　
　

こ
れ
は
大
体
廃
止
に
な
る
模
様
で
あ
る
。

　

２
．
消
ゴ
ム
代
金
集
ま
る
。

　
　
　
　

一
円

34
銭
×

100
ヶ
＝

134.-　
→
□
□
・
□
□
方
へ

　
　
　
　
　

 

　

16
銭
×

100
ヶ
＝

16.-　
  →

□
□
　
〃
　（

校
友
会
へ
寄
附
）
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ノ
ー
ト
代
金
分
割
分
（
一
年
生
）　

18.62
も
□
□
　
〃
　（

　
〃
　
）

　

３
．
本
日
教
官
室
模
様
が
へ
。
新
し
い
給
仕
く
る
。
北
条
実
職
員
。

　

４
．
校
長
先
生
よ
り
生
徒
課
に
関
す
る
帳
簿
整
理
の
件
命
ぜ
ら
れ
る
。

　
　
　

  

そ
の
折
に
完
了
し
て
あ
る
か
ら
、
今
後
す
べ
き
こ
と
は
、
生
徒
課
長
と
し
て
生
徒
に
与
へ
た
訓
辞
・
掲
示
等
の
整
理
─
日
誌
よ

り
抜
す
い
─
よ
り
な
い
と
思
ふ
。

　

５
．
十
字
屋
来
校
。
追
加
薬
品
見
積
書
及
び
現
品
10
種
持
参
す
る
。
硝
子
キ
具
の
追
加
３
万
円
を
作
る
。

十
一
月
二
日
（
火
）
は
れ

　

１
．
奨
学
資
金

11400.-
払
出
し
、
□
□
を
除
き
交
付
。

　

２
．
十
字
や
来
校
。
見
積
書
を
請
求
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
件
決
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
日
文
化
の
日
　

休
講
。

十
一
月
四
日
（
木
）
く
も
り
の
ち
は
れ

　

１
．
十
字
や
来
校
。
見
積
書
に
つ
い
て
打
合
せ
。

　

２
．
□
□
登
校
し
な
い
の
で
学
資
渡
せ
ず
。

　

３
．
本
日
よ
り
授
業
時
間
変
更
。

十
一
月
五
日
（
金
）
晴

　

１
．
教
官
会
議

　
　

１
．
配
給
委
員
の
件
　

□
□
、
□
□
□
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大
物
と
小
物
の
区
別
を
つ
け
る
こ
と
な
ど
。

　
　

２
．
用
紙
の
配
給
の
件

十
一
月
八
日
（
月
）
く
も
り

　

１
．
□
□
□
□
に
奨
学
資
金

500.-
交
付
。

　

２
．
十
字
や
来
校
。

H2SO4conc.
４
本
（
２
kg
）、
蒸
留
水
一
本
持
参
。
整
理
す
る
。

　
　
　

交
換
用
ガ
ソ
リ
ン
一
本
を
や
る
。
二
三
日
後
に
ア
ル
コ
ー
ル
持
参
と
の
こ
と
。

　
　
　

ガ
ソ
リ
ン
は
購
入
の
と
き
容
量
か
な
り
少
く
、
残
り
は
少
い
（
一
本
の
２
│
３
位
）。

　

３
．
和
光
、
裳
華
房
よ
り
書
簡
、
葉
書
到
着
。

　

４
．
三
光
堂
に
七
冊
代
払
ひ
。
四
冊
持
参
。

〔
昭
和
23
年
11
月
８
日
付
の
三
光
堂
書
店
の
領
収
書
が
貼
付
〕

十
一
月
九
日
（
火
）

　

１
．
育
英
会
よ
り
書
類
二
通
着
。
大
学
入
学
後
及
増
額
■
■
に
つ
い
て
。

　

２
．
育
英
会
願
書
（
□
□
□
□
□
）
一
通
受
理
。
同
人
書
、
中
村
委
員
に
■
■

を
や
る
様
に
書
類
を
渡
す

　

３
．
十
字
や
来
校
。
器
具
持
参
。
校
長
室
押
入
れ
下
段
に
整
理
。
石
油
も
つ
て
ゆ
く
。

　

４
．
靴
修
繕
や
来
校
。
校
長
の
了
解
を
え
て
生
徒
に
話
す
。
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市
価
よ
り
安
く
早
い
由
（
女
学
校
、
小
使
室
、
今
週
す
）

十
一
月
十
日
（
水
）
く
も
り

　

第
四
限
休
講
時
を
利
用
し
て
自
治
会
開
催
。
熱
意
な
か
つ
た
由
。

　

１
．
全
学
連
参
加
の
問
題
。
─
　

２
│
３
位
に
て
可
決
。

　

２
．
文
部
次
官
通
牒
の
討
議
─
　

討
論
の
み
。

　

３
．
秋
師
問
題
に
つ
き
　

〃
─
　

行
は
ず
。

　

生
徒
の
熱
意
な
く
一
部
の
者
に
左
右
さ
れ
た
由
。

十
一
月
十
一
日
（
木
）
く
も
り

　

十
字
や
来
校
。
器
具
持
参
。
石
油
、
ガ
ソ
リ
ン
の
代
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
６
本
持
参
す
。
整
理
す
。
産
業
図
書
よ
り
在
庫
表
く
る
。

十
一
月
十
二
日
（
金
）
は
れ
の
ち
く
も
り

　

教
官
会
議
（

1.40
─

4.00
近
く
）

　

一
、
休
学
の
件

　
　

１
．
一
学
年
休
学
者
は
原
級
に
と
ゞ
め
る
。

　
　

２
．
二
ヶ
学
期
の
休
学
は
及
第
さ
せ
な
い
（
一
ヶ
学
期
の
成
績
の
如
何
を
問
は
な
い
）

　
　

３
．  

一
ヶ
学
期
の
休
学
は
原
則
と
し
て
、
公
認
し
て
休
ま
せ
、
授
業
・
試
験
も
免
除
し
て
あ
る
か
ら
そ
の
学
期
の
成
績
は
入
れ
な

い
。
他
の
二
学
期
の
平
均
の
80
％
以
下
を
も
つ
て
学
年
成
績
と
し
て
審
議
す
る
。
事
情
を
教
授
会
で
審
議
の
上
決
め
る
。

　

二
、
健
全
娯
楽
の
件
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１
．
□
□
、
□
□
、
□
□
、
□
□
が
十
一
月
三
日
、
マ
ー
ジ
ヤ
ン
を
教
室
内
で
行
ふ
。

　
　

２
．
ピ
ン
ポ
ン
の
件
。
　
　
　

３
．
ダ
ン
ス
の
件
。

　
　
　

①
ダ
ン
ス
の
件
　

→
校
内
で
禁
止
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

②
マ
ー
ジ
ヤ
ン
の
件
　

→
校
内
で
禁
止
す
る
。

　
　
　

③
放
課
後
四
時
半
に
学
校
を
閉
ぢ
る

　
　
　

④
休
日
は
一
切
学
校
を
開
か
な
い
（
特
に
許
さ
れ
た
場
合
の
外
）

　
　
　

⑤
女
子
は
宿
日
直
さ
せ
な
い
。
労
働
基
準
局
よ
り
宿
日
直
許
可
と
な
る
。

　
　
　

⑥
明
日
の
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
の
為
、
午
后
の
時
間
を
な
く
す
る
。

　

三
、
開
校
一
周
年
記
念
に
つ
い
て
。

　
　

１
．
行
事
案

　
　
　

Ａ
　

式
→
15
日
　
　

校
内
文
化
祭
、
懇
談
会
→
24
日

　
　
　

Ｂ
　

休
暇
を
の
ば
し
て
、
15
、
16
日
に
行
ふ
件
。

　
　
　

種
々
の
案
出
た
る
も
、
小
委
員
会
に
て
立
案
し
、
会
議
を
へ
て
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

２
．
委
員

　
　
　

生
徒
　

自
治
会
よ
り
一
年
二
年
各
二
名
。

　
　
　

教
官
　

二
名

　
　
　

事
務
官
一
名

　

四
、
自
治
会
の
件

⎩――⎨――⎧
生
徒
課
で
話
す
こ
と
。
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全
学
連
加
入
の
件
→
生
徒
は
加
入
の
決
議
を
し
た
る
も
加
入
し
な
い
方
を
至
当
と
す
る
の
で
さ
う
い
ふ
方
に
指
導
し
た
い
。

　

五
、
生
徒
湯
茶
の
件

　
　

二
年
　

廊
下
つ
き
あ
た
り
、
一
年
控
室
。
番
茶
。

　

六
、
盗
難
の
件

　
　

一
年
　

□
□
□
□
　

編
上
靴
（
11
円
）

　

七
、
講
演
の
件

　
　

来
週
火
曜
か
金
曜
に
や
つ
て
も
ら
ふ
。

　

八
、
秋
師
問
題
に
つ
い
て
の
懇
談
。

　

九
、
時
間
割
変
更
の
件
。

十
一
月
十
三
日
（
土
）
は
れ

　

午
後
の
物
理
一
限
を
休
講
に
し
て
、

1230
よ
り
第
一
回
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
ふ
。
会
費
15
円
。
20
名
近
く
参
集
。

　

カ
ル
メ
ン
（
全
回
）、
第
五
シ
ン
フ
オ
ニ
ー
、
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
、
ソ
ナ
タ
、
未
完
成
、
ヴ
オ
ル
ガ
の
舟
唄
、

etc.
あ
り
。

　

電
蓄
借
用
。
レ
コ
ー
ド
は
小
玉
、
富
樫
先
、
八
代
が
提
供
。

　

終
了
4.-
。
校
長
、
富
田
、
井
上
、
小
野
田
出
席
。

十
一
月
十
四
日
（
日
）
雨
后
晴

　

日
、
宿
直
の
為
来
校
。
生
徒
訓
辞
の
整
理
を
為
す
。

十
一
月
十
五
日
（
月
）
く
も
り
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１
．
創
立
記
念
会
準
備
委
員
委
嘱
さ
る
。

　
　
　
　
　

委
員
長
富
田

　
　
　
　
　

委
員
　

小
野
田
、
児
玉

　
　
　
　
　

生
徒
　

□
□
、
□
□
、
□
□
、
□
□

　

２
．
生
徒
訓
辞
に
つ
き
了
解
を
求
め
る
。

　

３
．
英
語
文
通
に
つ
い
て
の
書
籍
来
る
。

　

４
．
十
字
や
、
石
油
空
び
ん
持
参
。

　

５
．
生
徒
の
紛
失
の
靴
二
足
（
□
□
、
□
□
）
出
る
。
□
□
分
未
。

〔
11
月
15
日
付
の
三
光
堂
の
領
収
書
が
貼
付
〕

十
一
月
十
六
日
（
火
）
雨
、
曇

　

１
．
全
校
自
治
会
第
三
限
→
第
五
限
。

　
　

ａ
．
全
学
連
参
加
、
不
参
加
問
題
。
45
─
８
に
て
不
参
加
決
定
。

　
　

ｂ
．
自
治
会
改
組
、
運
営
の
件

　

２
．
校
内
風
紀
、
物
品
保
管
に
つ
い
て
一
、 

二
年
に
訓
辞
（
第
一
、 

二
限
）

　

３
．
開
校
記
念
会
委
員
会
開
催
（
第
六
限
、
於
教
官
室
）

　

４
．
十
字
や
来
校
。
ス
タ
ン
ド
を
お
い
て
ゆ
く
（
一
ヶ
）。

十
一
月
十
七
日
（
水
）
く
も
り

　

１
．
英
文
手
紙
交
換
氏
名
集
→
２
年
15
、
１
年
16
名
→
事
務
へ
リ
ス
ト
作
製
た
の
む
。
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２
．
中
食
時
、
校
長
室
に
て
自
治
会
委
員
と
懇
談
。

　
　

１
．
湯
茶
の
み
場
設
備
に
つ
い
て
→
２
年
廊
下
、
１
年
控
室
、
11
時
→
１
時
、
各
人
湯
の
み
、
当
番
、
明
日
よ
り
。

　
　

２
．
大
学
訪
問
前
金
切
に
つ
い
て

　
　

３
．
自
治
会
の
活
動
に
つ
い
て
…
生
活
調
査
、
　

４
．
講
演
場
に
つ
い
て

　

３
．
第
二
回
開
校
記
念
委
員
会
開
催
（
第
五
、 

六
限
、
於
教
官
室
）

　
　
　

笹
木
幹
事
、
来
校
さ
れ
て
種
々
懇
談
。
評
議
員
会
を
開
い
て
案
さ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

十
一
月
十
八
日
（
木
）
晴

　

１
．  

第
二
限
終
了
後
よ
り
中
食
休
、
第
四
限
に
か
け
て
創
立
記
念
行
事
に
つ
い
て
、
全
校
自
治
会
開
催
。
こ
の
始
る
前
に
校
長
先
生

よ
り
明
日
の
講
演
に
つ
い
て
注
意
あ
り
。

　

２
．
十
字
や
未
着
品
を
し
ら
べ
に
く
る
。

　

３
．
英
文
手
紙
交
換
に
つ
い
て
、
リ
ス
ト
作
製
（
事
務
室
に
控
あ
り
）。

十
一
月
十
九
日
（
金
）
曇
後
雨

　

１
．
第
一
、 

二
、 

三
限
杉
村
博
士
講
演
あ
り
（
行
路
難
）

　

２
．
十
字
や
薬
品
持
参
。

NaCo2 

NaHSO3
ま
ち
が
い
か
。
整
理
す
る
。

　

３
．
教
官
会
議
な
し
。

十
一
月
二
十
一
日
（
日
）
快
晴

　

父
兄
会
役
員
会
開
催
。
十
時
半
─
正
午
。
於
校
長
室
、
９
名
。
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十
一
月
二
十
二
日
（
月
）
快
晴

　

一
、 
十
字
屋
、
器
具
、
薬
品
持
参
。

　

二
、
校
長
よ
り
寮
に
つ
い
て
の
話
あ
り
。
→
訓
育
上
の
こ
と
を
考
へ
る
必
要
あ
り
。

十
一
月
二
十
三
日
（
火
）
快
晴

　

勤
労
感
謝
の
日
に
つ
き
休
校
。

十
一
月
二
十
四
日
（
水
）
晴
后
く
も
り

　

一
、
生
活
調
査
、
原
稿
、
校
長
許
可
。

　

二
、
記
念
会
準
備
委
員
会
第
三
回
開
催
。
校
長
の
講
話
決
議
。

　

三
、 

十
字
や
来
校
。
キ
ツ
プ
等
と
り
か
へ
た
の
む
。

十
一
月
二
十
五
日
（
木
）
風
雨

　

一
、
第
四
回
準
備
委
員
会
開
催
。
大
綱
を
決
定
す
る
。

　

二
、
育
英
会
事
務
整
理
。

十
一
月
二
十
六
日
（
金
）
風
曇
、
霰

　

一
、
教
官
会
議

　
　

１
．
高
校
長
会
議
報
告

　
　

・
新
制
大
学
は
設
置
申
込

219
校
（
中
、
官
立
67
）

　
　

・
旧
制
高
校
は
新
制
大
学
で
一
般
教
養
課
目
を
担
当
す
る
。
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・
白
線
浪
人
は

7300
人
。
大
学
の
収
容
能
力
を
増
す
様
に
依
頼
し
て
あ
る
。

　
　

・
大
学
法
に
つ
い
て
。
国
立
自
治
大
学
、
理
事
会
案
。

　
　

・
大
学
の
発
足
（
公
私
立
24
年
３
月
、
官
立
24
年
９
月
）

　
　

・
大
学
教
員
の
審
査
は
厳
重
で
あ
る
。

　
　

・
28
年
は
旧
制
大
学
は
半
年
短
縮
さ
れ
27
年
９
月
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

・
大
学
定
員
予
想
、
文

8200
（
旧
）

9300
（
新
）、
理

15300
（
旧
）

14900
（
新
）

　
　

・
現
在
の
二
年
生
が
卒
業
し
て
大
学
入
試
に
失
敗
し
た
と
き
は
旧
制
大
学
に
入
れ
な
い
。

　
　

・
新
制
大
入
試
準
備
は
行
は
な
い
。

　
　

２
．
ス
ト
ー
ヴ
の
件

　
　
　

一
日
分
を
決
め
て
小
使
に
運
ば
せ
る
。

后
の
授
業
時
間
迄
。
責
任
は
当
番
。

　
　

３
．
□
□
□
□
、
□
□
退
学
の
件
。

　
　

４
．
小
使
の
件

　
　

５
．
一
周
年
記
念
式
の
件
　

→
別
紙
。

十
一
月
二
十
九
日
（
月
）
雪
　

欠
勤

十
一
月
三
十
日
（
火
）
雪
、
く
も
り

　

一
、
育
英
会
よ
り
明
年
修
了
一
年
奨
学
生
の
卒
業
後
の
連
絡
場
所
の
調
査
来
り
、
公
文
書
作
製
を
事
務
に
命
ず
る
。

　

二
、 

十
一
月
分
奨
学
資
金
受
払
報
告
、
生
徒
受
領
書
と
共
に
学
資
課
に
発
送
。
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三
、
記
念
会
付
て

　
　

・
記
念
号
を
発
行
し
な
い
こ
と
を
小
玉
に
断
る

　
　

・
招
待
状
を
も
つ
て
宮
田
先
生
県
庁
へ
、
高
女
へ
。

十
二
月
一
日
（
水
）
く
も
り

　

一
、
育
英
会
よ
り

11400.-
ひ
き
出
し
、
12
月
分
支
給
す
る
。

　

二
、
□
□
□
□
出
校
、
退
学
決
意
。
奨
学
資
金
辞
退
願
の
願
書
様
式
を
教
へ
て
や
る
。
十
二
月
分
は
交
付
し
な
い
。

十
二
月
二
日
（
木
）
雨
後
く
も
り

　

一
、
午
前
中
、
行
事
練
習
。
午
後
も
時
間
を
も
ら
つ
て
や
る
こ
と
も
あ
り
。

　

二
、
準
備
委
員
会
合
。

十
二
月
三
日
（
金
）
く
も
り

　

教
官
会
議

　

一
、
試
験
、
休
暇
、
五
日
制
の
件

　
　

Ａ
試
験

12.20
（
月
）
─
25
日
（
土
）
迄
。
23
（
木
）
を
休
日
に
す
る
。

　
　
　
　

２
課
目
×
４
日

　
　
　
　

３
　

〃
×
１
日⎩⎨⎧
２
年
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３
　

〃
×
２
日

　
　
　
　

２
　

〃
×
４
日

　
　
　

期
日
発
表
は

12.13
（
月
）。
成
績
会
議
28
日
午
後
（
27
日
迄
検
点
完
了
）

　
　
　

成
績
通
知

12.28
〜
29
日
。
封
筒
、
切
手
は
各
自
負
担
の
こ
と
。

　
　

Ｂ
休
暇
。
二
日
延
期
し
て
、

12.27
（
月
）
─

1.22
（
土
）。

1.24
（
月
）
始
業
と
す
る
。

　
　

Ｃ
三
学
期
の
五
日
制
に
つ
い
て

　
　
　

原
案
は
二
年
よ
り
生
物
を
二
限
さ
い
て
週
33
時
間
と
し
て
月
→
金
６
限
、
土
は
３
限
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　

一
年
は
独
数
を
交
替
に
て
一
限
さ
い
て
週
30
時
間
と
す
る
。
土
は
な
し
。

　
　
　

尚
二
年
も
土
の
３
限
を
な
く
す
る
為
の
考
慮
を
し
て
も
よ
い
。

　
　
　

従
つ
て
来
学
期
よ
り
左
の
授
業
時
間
割
と
す
る
。

　
　
　
　

１
．9.30

─10.20

　
　
　
　

２
．10.30

─11.20

　
　
　
　

３
．11.30

─12.20

　
　
　
　

休
　

12.20

─12.50

　
　
　
　

４
．12.50

─1.40

　
　
　
　

５
．1.50

─2.40 ⎩⎨⎧
１
年
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６
．2.50

─3.40

　

二
、
ス
ト
ー
ヴ
の
件
（
燃
料
に
つ
い
て
）

　
　

１
．
宿
直
室
は
夜
は
た
か
な
い
で
（
ス
ト
ー
ヴ
）、
こ
た
つ
と
さ
れ
た
い
。

　
　

２
．
記
念
式
迄
は
生
徒
は
一
時
間
延
長
し
て
た
い
て
よ
い
。

　

三
、
記
念
行
事
に
つ
い
て

　
　
　

校
長
の
意
見
、
委
員
の
考
へ
討
論
あ
り
。
終
了
３
時
40
分
。

十
二
月
四
日
（
土
）
く
も
り
一
時
晴

　

一
年
は
朝
か
ら
練
習
、
二
年
は
四
限
な
く
午
後
か
ら
練
習
。

十
二
月
六
日
（
月
）
く
も
り

　

一
、
育
英
会
よ
り
24
年
度
１
、２
月
分
貸
費

22800.-
通
知
。

　
　
　

右
受
領
報
告
書
を
送
附
。

　

二
、
生
徒
制
服
配
給
の
件

　
　
　

原
案
を
生
徒
に
作
製
さ
せ
る
。

十
二
月
七
日
（
火
）
く
も
り
時
々
吹
雪

　

生
徒
の
練
習
。
自
然
化
す
る
。
準
備
す
ゝ
む
。

十
二
月
八
日
（
水
）
く
も
り

　

午
前
中
予
行
練
習
。
午
後
に
も
一
部
渡
る
。
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打
合
は
せ
行
ふ
。（
会
場
に
つ
い
て
）。
明
日
の
予
定
の
掲
示
。

十
二
月
九
日
（
木
）
く
も
り
、
雨

　

出
欠
調
査
後
、
大
掃
除
及
び
準
備
を
す
る
。

　

一
部
の
生
徒
は
途
中
に
て
か
へ
り
た
る
も
他
は
熱
心
に
よ
く
働
く
。

　

打
合
せ
会
あ
り
。

　

ボ
タ
ン
、
帽
子
、
徽
章
出
来
。
控
あ
り
。
全
部

100
組
に
て

4000.-

十
二
月
十
日
（
金
）
曇
、
晴

　

開
校
一
周
年
記
念
祝
典
開
催

　

九
時
五
十
分
よ
り
（
リ
ン
ダ
ル
お
く
れ
た
為
）
開
式
、
一
時
二
十
分
迄
。

　

一
時
半
よ
り
祝
賀
会
、
三
時
半
解
散
。

　

出
席
者

十
二
月
十
一
日
（
土
）
晴

　

記
念
祝
典
第
二
日
（
校
内
の
部
）

　

十
時
か
ら
三
時
半
迄
。

　

折
箱
、
汁
粉
の
接
待
あ
り
。
盛
会
な
り
。

十
二
月
十
三
日
（
月
）
雨
後
晴

　

一
、
午
前
中
後
片
附
け
。
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一
年
三
限
半
ば
よ
り
、
二
年
四
限
よ
り
授
業
。

　
　
　

学
期
末
考
査
日
割
発
表
。

　

二
、
生
徒
洋
服
配
給
の
件
、
二
年
、
一
年
内
ム
委
員
、
□
□
、
□
□
に
割
当
を
話
す
。

　
　

（
前
回
生
徒
決
定
の
通
り
校
長
の
承
認
を
う
る
）
抽
せ
ん
に
て
き
め
る
。

　
　
　

同
時
に
ス
キ
ー
配
給
に
関
し
て
話
を
す
る
。

　

三
、
秋
田
保
健
所
に
tel
し
、

BCG
の
こ
と
を
問
ひ
合
は
せ
る
。
一
昨
日
北
高
校
に
て
行
つ
た
由
。

　
　
　

既
に
九
月
十
三
日
に
連
絡
し
て
あ
る
も
そ
の
後
連
絡
な
し
。
明
日

9.30
─

10.00
の
内
、
電
話
に
て
連
絡
の
こ
と
。

十
二
月
十
四
日
（
火
）
快
晴

　

秋
田
保
健
所
へ
の
連
絡
忘
れ
て
、
し
な
い
。

十
二
月
十
五
日
（
水
）
雨
時
々
曇

　

一
、
校
長
と
一
周
年
記
念
祝
典
の
時
の
生
徒
の
態
度
に
つ
い
て
懇
談
す
る
。

　
　
　

借
用
物
品
の
注
意
、
取
扱
方
法
等
に
つ
い
て
特
に
注
意
す
べ
き
点
あ
り
、
と
考
へ
ら
れ
る
。

　

二
、
秋
田
保
健
所
と
連
絡
。

BCG
明
朝
と
り
に
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

　

三
、 

一
周
年
の
会
計
概
算
を
す
る
。
及
び
礼
状
の
プ
リ
ン
ト
す
る
。

　
　
　

プ
リ
ン
ト
、
あ
や
ま
り
あ
り
。

十
二
月
十
六
日
（
木
）
く
も
り
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一
、
保
健
所
に

BCG
を
と
り
に
や
ら
せ
る
。
百
人
分
な
る
も
一
人
分
の

5.53
に
て
よ
い
由
。

　

二
、
右
品
物
を
持
参
の
上
、
第
一
病
院
内
科
に
て
白
田
医
師
よ
り
接
種
し
て
も
ら
ふ
。

　
　
　

二
年
、
□
□
、
□
□
、
□
□
□
（
□
）、
□
□
、
□
□
（
□
□
は
陽
転
云
由
）

　
　
　

一
年
、
□
□
、
□
□
□
、
□
□
、
□
□
、
□
□
、
□
□
（
□
）、
□
□

十
二
月
十
七
日
（
金
）
く
も
り

　

一
、
日
の
出
徽
章
来
校
。

　
　

Ａ
一
年
大
小
ボ
タ
ン
40
組
、
耳
章
48
組
　

＋
　

1640.-

　
　
　

二
年
　
　
　

〃
　

45
組
、
大
の
み
４
組
、
耳
章
53
組
計

1950.-

　
　
　

不
足
分

410.-
は
校
友
会
よ
り
立
替
と
し
て
残
品
は
校
友
会
に
ひ
き
わ
た
し

　
　
　

佐
藤
孝
一
事
務
員
よ
り
と
り
扱
つ
て
も
ら
ふ
こ
と
と
す
る
。

　
　

Ｂ  

バ
ッ
ヂ
で
き
て
き
た
る
も
注
文
と
合
は
ず
、
生
徒
の
引
き
と
り
に
難
色
を
示
し
た
る
も
、
１
年
30
ヶ
、
２
年
17
ヶ
計
47
ヶ
を
１
ヶ

20.-
に
て
売
り
、
又
改
め
て
注
文
（
1.5 

mm
矢
止
は
金
）
す
る
（
28
、
19
位
の
こ
と
。
１
月
末
）。
な
ほ
35
ヶ
あ
づ
か
る
。
尚
学
校

用
に
11
ヶ
寄
附
。

　
　

Ｃ
バ
ッ
ク
ル
注
文
の
件
。

　
　

Ｄ
耳
章
追
加
注
文
。
１
年
14
ヶ
（
７
組
）
２
年
30
ヶ
（
15
組
）
計
44
ヶ
（
22
組
）

⎩⎨⎧
12
名
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二
、
生
徒
（
一
年
）
に
借
用
物
品
の
取
扱
に
つ
い
て
注
意
を
促
す
。

　

三
、

BCG
代
金
の
徴
集
。

　
　

一
年
七
名

38.71
　

二
年
五
名

27.65
　

計
66.36

　

四
、
教
官
会
議

　
　

１
．
帽
子
、
外
套
か
け
記
名
に
つ
い
て
。
西
洋
紙
を
渡
し
て
記
名
さ
せ
よ
（
生
徒
課
）

　
　

２
．
器
向
の
受
ゴ
に
つ
い
て
→
生
徒
課

　
　

３
．
取
引
高
税
の
印
紙
に
つ
い
て
→
主
任

　
　

４
．
三
学
期
授
業
の
件

　
　
　
　

二
年
生
も
土
曜
を
な
く
す
る
こ
と
に
す
る
。
三
学
期
を
７
週
と
し
て
７
×
３
＝
21
時
間
で
あ
る
か
ら

　
　
　
　

こ
れ
を
特
別
の
時
間
割
を
く
み
た
て
終
り
を
四
日
の
ば
す
。
→
決
定
。

　
　

５
．
洋
服
配
給
の
件
→
辻
に
問
ひ
合
は
せ
て
価
格
を
き
く
→
（
辻
に
は
未
通
知
の
由
、
従
つ
て
代
金
、
品
質
、
又
不
明
）

　
　

６
．
夜
の
ス
ト
ー
ヴ
の
件

　
　

７
．
受
験
資
格
の
件

　
　
　
　

□
□
□
□
、
□
□
□
□
は
届
も
出
し
て
を
り
理
由
も
は
つ
き
り
し
て
ゐ
る
か
ら
受
験
を
許
可
す
る
。

　
　
　
　

□
□
（
□
）
は
資
格
な
く
、
受
験
し
て
も
０
と
す
る
。

　
　
　
　

□
□
、
英
（
宮
城
）
９
│
25
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□
□
（
□
）
代
数
10
│
25
、
英
（
宮
）
９
│
25
、
倫
４
│
11

　
　
　
　

  

本
人
に
校
長
、
教
ム
課
長
、
生
徒
課
長
、
級
主
任
よ
り
厳
重
談
諭
の
上
、
父
兄
に
20
日
（
月
）
に
出
頭
（
一
、二
日
事
情
に

よ
り
お
く
れ
て
も
可
）
を
求
め
、
学
校
長
よ
り
悔
告
す
る
。
父
兄
出
頭
し
な
い
時
は
、
資
格
を
失
ふ
も
の
と
す
る
。

　
　

８
．
慰
労
会
の
件

　
　
　
　

12.19
（
日
）、

11.30
宿
直
室
、
池
田
、
佐
々
木
、
笹
木
氏
、
職
員
平
常
通
り
。

　
　

９
．
日
宿
直
料
の
件

　
　
　
　

父
兄
会
費
よ
り
前
借
の
件
　

→
考
慮
す
る
。

十
二
月
十
九
日
（
日
）
曇
、
小
雨

　

一
、 

一
周
年
記
念
祝
典
慰
労
会

　
　
　

佐
々
木
高
一
、
笹
木
節
男
、
池
田
三
郎
氏
招
待
に
て
、
一
時
開
宴
、
四
時
閉
宴
。

　
　
　

佐
藤
（
孝
）
欠
、
他
は
平
常
通
り
出
勤
。

　

二
、
□
□
□
□
よ
り
退
学
に
つ
い
て
、
奨
学
金
辞
退
願
到
着
。

十
二
月
二
十
日
（
月
）
晴

　

冬
晴
れ
の
好
晴
な
り
。

　

一
、
学
期
末
考
査
開
始
。
一
年
　

代
（9.40

─
11.10

）
独
（11.40

─
1.10

）
国
（1.20

─
2.20

）、
二
年
、
微
（9.40

─
11.10

）
国
（11.40

─
1.30

）

　

二
、

BCG
代
金
送
附
に
つ
き
事
務
に
公
文
書
作
製
を
依
頼
。
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三
、
県
商
工
課
へ
電
話
し
た
所
、
洋
服
配
給
に
つ
い
て
詳
し
い
書
類
が
一
週
間
后
く
る
予
定
に
つ
き
、
そ
れ
で
は
つ
き
り
す
る
由
。

　

四
、
地
下
足
袋
配
給
10
足
す
み
。

十
二
月
二
十
一
日
（
火
）
雨

　

一
、
奨
学
資
金
一
月
分
ひ
き
出
す
。
交
付
当
座
の
通
り
。

　
　
　

□
□
、
□
□
□
、
□
□
、
□
□

　

二
、
富
士
銀
行
よ
り

430.-
入
金
の
通
知
く
る
。
細
目
は
不
明
。

　

三
、

BCG
代
金
66
％
保
健
所
へ
も
た
し
て
や
る
。
受
領
印
は
前
田

。

　

四
、
学
校
に
於
け
る
結
核
予
防
接
種
実
施
に
つ
い
て
の
報
告
の
公
文
書
作
製
依
頼
→
発
送
す
。
　

　

五
、
□
□
□
□
退
学
願
並
び
に
奨
学
金
貸
与
辞
退
願
に
つ
い
て
の
公
文
書
作
製
の
依
頼
→
発
送
す

　

六
、
バ
ッ
ヂ
や
来
校
。
バ
ッ
ク
ル
注
文
。
バ
ッ
ヂ
代
金
生
徒
よ
り
徴
集
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↙
36
ヶ
（

150.-
く
ら
い
）
　

↙
井
上
先
生
よ
り
届
け
て
も
ら
ふ

　

七
、
奨
学
資
金
受
領
書

100
枚
井
上
先
生
よ
り
プ
リ
ン
ト
し
て
も
ら
ふ
。

　

八
、
石
け
ん
配
給
す
。
職
員
22
ヶ
（

50.-
）
生
徒
７
ヶ
（

60.-
）

　

九
、  

校
長
原
案
（
一
部
修
正
）
の
交
際
会
（
？
）
設
立
に
つ
い
て
、
各
職
員
反
対
の
為
、
宮
田
、
菊
池
、
小
野
田
、
高
橋
、
児
玉
、
夫
々

反
対
意
見
を
き
か
れ
る
。

　
　
　

校
長
は
原
案
撤
回
の
意
な
る
も
、
会
議
に
よ
つ
て
は
と
の
意
見
具
申
し
て
お
く
。

⎩⎨⎧
控
あ
り
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宿
直
料
の
問
題
に
し
て
も
同
様
な
り
。

　

十
、 
考
査
第
二
日
　

一
年
　

英
（
宮
）（9.40

─
11.10

）
国
（11.40

─
12.40

）
二
年
物
（9.40

─
11.40

）
英
（
宮
）（12.─

1.00

）

十
二
月
二
十
二
日
（
水
）
く
も
り

　

一
、
学
期
末
試
験
第
三
日

　
　
　

一
年
　

化
学
（9.40

─
11.20

）
生
物
（11.40

─
1.10

）
二
年
生
（9.40
─

11.10

）
解
析
（11.40

─
1.10

）

　

二
、
教
官
会
議

　
　

１
．
一
月
分
給
料
繰
上
支
給
の
件

　
　

２
．
不
払
宿
日
直
料
の
件

　
　
　

ａ
．
支
払
を
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
判
を
と
り
消
す
こ
と
に
す
る
。

　
　
　

ｂ
．
宿
直
料
と
し
て
は
出
せ
な
い
が
、
超
過
勤
ム
手
当
と
考
へ
れ
ば
合
法
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

教
官
は
平
日
の
時
間
外
勤
ム
は
な
い
の
で
、
日
曜
出
勤
の
名
目
で
（
一
時
間
で

20.- 

8hrs=

160/day
）

　
　
　
　
　

  

配
分
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
は
在
勤
着
任
の
時
期
等
に
よ
つ
て
考
慮
し
て
学
校
長
の
権
限
と
責
任
で
休
暇
に
入
る
前
に

支
給
し
た
い
（
校
長
）。

　
　
　

ｃ
．
父
兄
会
よ
り
の
借
出
し
は
今
回
は
な
い
も
の
と
し
て
特
別
な
場
合
は
又
考
慮
す
る
。

　
　
　
　
　

こ
れ
は
父
兄
会
総
会
等
で
決
め
る
。（
幹
事
会
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
）

　
　

３
．
図
書
購
入
に
つ
い
て

　
　
　

ａ
．
図
書
購
入
票
を
用
い
て
購
入
す
る
こ
と
。
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ｂ
．
図
書
紛
失
の
な
い
様
に
注
意
す
る
。

　
　

４
．
時
間
割
に
つ
い
て

　
　
　

ａ
．
削
除
は
一
年
…
微
分
…
七
時
間
延
長
（
二
日
の
ば
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　

二
年
…
生
物
（
二
時
間
減
）
…
補
講
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

物
、
独
、
微
各
１
は
（
３
×
７
＝
21
）
前
回
の
様
に
す
る
。

　
　
　

ｂ
．

3.30
に
終
了
す
る
為
に
中
食
時
を
20
分
間
に
す
る
。

　
　
　
　

新
時
間
割
は
明
后
日
迄
に
発
表
す
る
。

　
　

５
．
成
績
票
提
出
は
27
日
午
前
中
と
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

28
日
午
前
に
会
ギ
、
午
後
発
送
と
す
る
。

　
　

６
．
父
兄
招
か
ん
の
件

　
　
　
　

□
□
は
来
校
、
□
□
は
未
だ
。

　
　

７
．
雑
件

　
　
　

ａ
．
生
徒
の
退
校
時
間
及
掃
除
の
件
→
四
時
半
迄
に
か
え
る
事
。

　
　
　

ｂ
．
冬
季
休
暇
中
は
事
ム
は
交
代
で
出
る
。

　
　
　

ｃ
．
宿
直
を
明
く
す
る
為
に
設
備
を
考
へ
、
ラ
ジ
オ
等
を
備
へ
る
。

　

三
、
生
徒
に
教
室
掃
除
に
つ
い
て
注
意
を
与
へ
る
。

　

四
、
奨
学
資
金
交
付
。
□
□
、
□
□
、
□
□
、
□
□
。
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十
二
月
二
十
三
日
（
木
）
曇
、
小
雪

　

試
験
の
為
、
中
間
休
み
。
三
光
堂
よ
り
教
科
書
注
文
に
つ
い
て
た
の
ま
れ
る
。

十
二
月
二
十
四
日
（
金
）
く
も
り

　

一
、
学
年
末
試
験
第
四
日

　
　
　

一
年
　

解
析
（9.40

─
11.10

）
英
語
（
岸
）（11.40

─
1.10

）
倫
（1.20

─
2.20

）
二
年
　

英
（
岸
）、
代
、
倫

　

二
、
日
本
育
英
会
よ
り
23
年
度
下
半
期
委
員
部
費
送
附
通
知
来
る
。

　
　
　

受
領
書
を
出
す
（
総
ム
課
あ
て
）

　

三
、 

一
周
年
記
念
会
計
決
算
打
合
せ
を
行
ふ
。

十
二
月
二
十
五
日
（
土
）
く
も
り
、
晴

　

一
、
学
期
末
試
験
第
五
日
（

終
日
）

　
　
　

一
年
　

微
分
（9.40

─
11.10

）
物
り
（11.40

─
1.10

）、
二
年
化
学
（9.40

─
11.10

）
独
語
（11.40

─
1.10

）

　

二
、
生
徒
に
（
□
□
）
名
札
は
り
、
障
子
は
り
を
命
ず
る
。

　
　
　

障
子
の
破
れ
を
注
意
し
た
。

　

三
、
□
□
、
□
□
に
二
学
期
の
態
度
、
試
験
態
度
に
つ
い
て
注
意
す
る
。

　
　
　

□
□
、
試
験
点
を
０
点
を
希
望
す
る
も
学
生
ら
し
き
態
度
を
望
む
。

　

四
、 

一
年
小
ク
ラ
ス
会
許
可
願
を
出
す
。
→
校
長
に
話
を
し
て
許
可
を
う
る
。

　
　
　

火
の
注
意
、
ド
ラ
イ
の
こ
と
を
話
す
。

　

五
、
奨
学
資
金
交
付
。
□
□
、
□
□
、
□
□
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六
、 
　
　

〃
　
　
　

十
二
月
受
払
報
告
ま
と
め
送
附
。

十
二
月
二
十
七
日
（
月
）
く
も
り
の
ち
雨

　

一
、
記
録
（
一
周
年
）
作
製
。
未
記
入
は
会
計
の
み
。

　

二
、
成
績
記
入
（
□
□
の
奨
学
生
願
書
）

　

三
、 

一
年
小
ク
ラ
ス
会
な
し
→
届
出
な
く
、
来
学
ニ
注
意
を
要
す
。

十
二
月
二
十
八
日
（
火
）
く
も
り

　

一
、
成
績
会
議

　
　
　

二
年
　

□
□
、
□
□
の
平
均
点
不
足

　
　
　

一
年
　

□
□
、
□
□
、
□
□

　

二
、
教
官
会
議

　
　

１
．
ノ
ー
ト
配
給
品
の
保
存
。

　
　

２
．
校
長
の
回
覧
に
つ
い
て
。

　

三
、
□
□
□
□
の
奨
学
生
出
願
送
附
。

　

四
、
職
員
懇
親
会
。

昭
和
二
十
四
年

一
月
十
七
日
（
月
）
曇
、
雪

　

宿
直
の
為
登
校
。
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二
十
一
日
（
金
）
東
北
大
学
に
於
け
る
新
制
大
入
試
に
関
す
る
協
議
会
に
出
張
を
被
命
。
及
び
新
制
大
学
の
問
題
に
つ
い
て
校
長
よ

り
話
あ
り
。

一
月
十
八
日
（
火
）
雪

　

１
．
□
□
□
□
登
校
し
て
、
奨
学
資
金
下
附
願
書
を
渡
し
、
本
荘
中
よ
り
在
学
中
の
席
次
を
き
い
て
く
る
様
話
す
。

　

２
．
育
英
会
よ
り
休
暇
中
に
送
附
さ
れ
て
あ
つ
た
□
□
□
□
の
辞
退
許
可
の
件
。

　
　
　

奨
学
資
金
増
額
の
件
。
二
年
生
奨
学
生
の
新
制
大
受
験
の
件
、
一
年
修
了
者
の
借
用
証
書
提
出
の
件
を
受
領
。

　

３
．
□
□
□
□
に
右
書
類
送
附
し
（
書
留
）、
記
入
返
送
を
求
め
る
。

　

４
．
奨
学
資
金
増
額
願
に
関
す
る
書
類
を
プ
リ
ン
ト
す
る
。

　

５
．
出
張
打
合
は
せ
。

十
月
十
九
日
（
水
）
─
一
月
二
十
三
日
（
日
）
仙
台
出
張

　

十
九
日

8.50
秋
田
→

17.30
山
形
一
泊
　

二
十
日

5.45
山
形
→

8.35
仙
台
　

図
書
購
入
。

　

二
十
一
日

9.30
→

4.00
新
制
大
学
学
力
検
査
問
題
作
製
指
導
協
議
会
に
出
席
。

　
　
　
　
　
　

理
科
、
社
会
を
う
け
も
つ
て
ゆ
く
も
全
科
目
に
つ
い
て
き
く
。

　

二
十
二
日
■
■
■
■
　

二
十
三
日

6.25
仙
→

10.20
山
　

11.04
山
→

19.30
秋
　

帰
秋
。

一
月
二
十
四
日
（
月
）
は
れ

　

一
、
第
三
学
期
開
始
。
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二
、
中
食
時
奨
学
生
に
左
の
通
り
話
す
。

　
　

１
．
成
績
不
振
な
る
者
の
注
意
。

　
　

２
．
二
年
生
新
制
大
入
学
希
望
者
の
調
査
→
な
し
。

　
　

３
．
奨
学
資
金
増
額
に
つ
い
て
→
願
書
を
渡
す
。

　
　

４
．
一
年
修
了
予
定
者
の
借
用
証
書
提
出
に
つ
い
て
。

　

三
、
教
官
会
議

　
　

１
．
出
張
報
告
に
つ
い
て
。

　
　

２
．
時
間
割
を
明
日
よ
り

9.00
→

3.00
と
す
る
の
件
。

　
　

３
．
薪
に
つ
い
て
→
不
足
し
た
ら
各
人
毎
日
一
本
持
参
の
こ
と
。

　
　

４
．
配
給
の
件
→
長
靴
３
、
ゴ
ム
あ
み
上
げ
５
、
地
下
足
袋
、
配
給
案
を
提
出
の
こ
と
。

　
　

５
．
本
校
将
来
の
件

　
　

６
．
ノ
ー
ト
配
給
の
件

　

四
、
事
務
へ
奨
学
生
中
二
年
生
の
新
制
大
希
望
者
の
該
当
者
な
し
の
公
文
書
作
製
を
命
ず
る
。

　

五
、
奨
学
生
願
書
二
通
受
付
（
□
□
、
□
□
）

一
月
二
十
五
日
（
火
）
曇
後
雪

　

一
、
奨
学
資
金
増
額
の
願
書
作
製
。

　
　
　

□
□
を
除
い
て
他
は
全
部

高
額

1800.-
を
希
望
す
。
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事
務
へ
公
文
書
作
製
を
命
ず
。

　

二
、
奨
学
生
推
せ
ん
書
作
製
。

　

三
、
洋
服
配
給
に
つ
い
て
井
上
先
生
に
依
頼
。

一
月
二
十
六
日
（
水
）
く
も
り
、
雪

　

一
、
富
士
銀
行
秋
田
支
店
へ
行
き
銀
行
送
金
の
手
続
を
き
ゝ
小
使
に
命
じ
て

3000.-
を
送
金
さ
せ
る
。

　
　
　

□
□
□
□
　

12
→
２
月
分
返
還
で
あ
る
。
送
金
の
公
文
書
作
製
依
頼
。

　

二
、
育
英
会
へ
左
の
書
類
を
送
る
。

　
　

１
．
奨
学
生
推
せ
ん
書
二
通
（
一
年
□
□
、
□
□
）
→
奨
学
課

　
　

２
．
奨
学
金
増
額
の
公
文
書
作
製
ず
み
で
発
送
す
（
書
留
、
速
達
）
→
学
資
課

　
　

３
．
奨
学
生
中
二
年
の
新
制
大
入
学
者
な
し
の
公
文
書
→
総
ム
課

　

三
、
ノ
ー
ト
配
給
す
。

一
月
二
十
七
日
（
木
）
吹
雪
、
風
雨

　

一
、
育
英
会
事
務
整
理

　

二
、
新
制
大
入
試
注
意
事
項
に
つ
い
て
一
、 

二
限
説
明
あ
り
。

一
月
二
十
八
日
（
金
）
晴

　

一
、
教
官
会
議

　
　

１
．
校
規
の
弛
緩
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ａ
．
教
室
の
乱
雑
、
掃
除
の
不
徹
底
。

　
　
　

ｂ
．
女
学
校
体
操
場
窓
ガ
ラ
ス
の
破
損
及
女
学
校
授
業
の
の
ぞ
き
見
。

　
　
　

ｃ
．
授
業
態
度
の
不
真
面
目
→
今
後
各
人
の
座
席
を
指
定
す
る
。

　
　

２
．
校
内
盗
難
対
策
の
件

　
　
　
　

目
下
小
使
の
交
代
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
錠
を
よ
く
か
け
る
様
に
す
る
。

　
　

３
．
階
下
教
室
と
控
室
の
門
の
扉
を
し
め
る
。

　
　

４
．
生
活
協
同
組
合
加
入
の
可
否
に
関
し
て
研
究
の
こ
と
。

　
　

５
．
新
制
大
入
試
の
社
会
科
の
国
史
の
補
足
授
業
は
し
な
い
。

　

二
、
□
□
□
□
の
返
送
金

3000.-
銀
行
送
金
に
て
送
附
→
学
資
課
へ
。

一
月
三
十
一
日
（
月
）
晴

　

一
、
新
制
大
入
試
、
智
能
検
査

　

二
、 

二
年
生
に
注
意
事
項
訓
示

二
月
一
日
（
火
）
晴

　

一
、 

一
年
に
注
意
事
項
を
訓
示
。

　

二
、
ノ
ー
ト
代
金
全
部
集
る
。

365
冊

20.32 

7416.80
三
伝
へ
持
参
、
配
給
通
知
再
交
付
も
同
様
持
参
。

二
月
四
日
（
金
）
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三
伝
よ
り
育
英
会
用
出
納
帳
、
ノ
ー
ト
持
参
。

二
月
七
日
（
月
）
く
も
り

　

一
、
校
長
、
帰
校
に
つ
き
二
月
分
育
英
会
学
資
金

10400.-
及
び
出
納
帳
ノ
ー
ト
代

430.-
（
委
員
部
費
）
ひ
き
出
す
。

　

二
、
□
□
へ
二
月
分
交
付
。

　

三
、 

三
伝
へ
右
代
金
持
参
（
受
領
書
あ
り
）

　

四
、 

二
学
期
実
施
の
通
学
生
活
調
査
統
計
を
委
員
持
参
す
。

二
月
八
日
（
火
）
は
れ

　

一
、
□
□
、
□
□
、
□
□
、
□
□
、
□
□
、
□
□
、
□
□
、
□
□
□
、
□
□
、
二
月
分
交
付
。

　

二
、
育
英
会
よ
り
三
月
分
学
資
送
金
書
類
受
領
。

　

三
、
右

10400.-
の
受
領
報
告
書
及
び
一
月
分
受
払
報
告
書
を
学
資
課
へ
送
附
。

　

四
、
□
□
□
□
へ
学
資
金
借
用
証
書
提
出
方
催
促
ハ
ガ
キ
出
す
。

二
月
九
日
（
水
）
く
も
り
晴

　

一
、
奨
学
資
金
現
金
出
納
簿
を
新
し
く
整
理
す
る
。

　

二
、   十
二
月
分
受
払
報
告
書
の
誤
（
利
息
記
入
の
為
）
の
問
ひ
合
は
せ
く
る
。
直
ち
に
訂
正
し
た
も
の
、
十
二
月
、
一
月
分
を
送
る

（
公
文
の
控
あ
り
）
→
学
資
課

　

三
、
奨
学
資
金
増
額
願
を
と
り
ま
と
め
公
文
作
製
依
頼
。
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四
、
育
英
第
三
号
受
領
→
掲
示
す
。

　

五
、
校
長
よ
り
左
の
注
意
あ
り

　
　

１
．
キ
ヤ
ツ
チ
ボ
ー
ル
を
校
舎
附
近
に
て
厳
禁
。

　
　

２
．
□
□
（
□
）
の
無
帽
に
つ
い
て
。

　
　

３
．
控
室
清
掃
の
徹
底
。

　
　

４
．
二
年
教
室
障
子
張
り
の
こ
と
。

二
月
十
日
（
木
）
晴

　

一
、 

二
月
分
貸
与
→
□
□
へ

　

二
、
奨
学
金
増
額
願
、
公
文
書
に
て
提
出
（
控
あ
り
）

二
月
十
一
日
（
金
）
晴
、
曇

　

教
官
会
議

　

１
．
生
徒
分
散
コ
ン
パ
の
件

　
　
　

期
日
19
日
→
二
月
末
か
三
月
の
こ
と
。

　
　
　

相
別
会
の
意
志
か
ら
会
ヒ
そ
の
他
は
平
等
の
こ
と
。

　
　
　

併
し
こ
れ
は
一
年
に
謝
恩
の
意
あ
ら
ば
別
で
あ
る
。

　

２
．
□
□
□
□
□
の
採
点
の
件

　

３
．
時
間
割
の
件
、
一
部
変
更
→
来
週
よ
り
。

　

４
．
一
年
の
時
間
の
件
、
独
６
中
２
を
英
に
。
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５
．
先
生
生
徒
懇
談
会
の
件
→
隔
週
木
曜
放
課
后
1hr
→

1.5h

　

６
．
生
活
調
査
に
つ
い
て

　

７
．
生
徒
座
席
の
件
→
固
定
に
す
る
。
一
年
は
は
な
す
こ
と
。

　

８
．
出
張
報
告
→
東
京
（
校
長
）。
　

９
．
追
加
原
簿
の
件

二
月
十
四
日
（
月
）
雨

　

一
、
バ
ッ
ヂ
や
来
校
。

　
　

１
．
耳
章
25
組
（
50
ヶ
）
一
組
5.-

　
　

２
．
バ
ッ
ヂ

100
ヶ
（
１
ヶ

28.-
）

　
　

３
．
バ
ッ
ク
ル
40
ヶ
（

150.-
）

　
　
　

右
、
あ
づ
か
る
→
生
徒
に
渡
す
（
□
□
）

　

二
、
育
英
会
よ
り
□
□
□
□
の
採
用
通
知
来
る
。
昭
23
高

5093
号
、

1800.- 

24
年
２
月
よ
り
。

　

三
、
分
散
コ
ン
パ
来
週
土
曜
に
延
期
の
旨
□
□
申
し
て
く
る
。

二
月
十
五
日
（
火
）
雨
、
霙
、
雪

　

一
、 

二
年
石
田
奨
学
生
出
願
書
類
整
備
し
呈
出
す
。

　
　
　

一
年
末
成
績
は
再
試
験
結
果
を
50
〜
57
に
し
て
平
均
60
と
し
て
提
出
す
る
。

　

二
、
□
□
□
□
に
奨
学
生
通
知
書
を
渡
す
。
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三
、
分
散
コ
ン
パ
期
日
来
週
土
曜
、
費
用
１
年

50.-
、
２
年

100.-
決
定
を
言
つ
て
く
る
。

二
月
十
六
日
（
水
）
く
も
り
雪

　

一
年
の
通
学
生
活
調
査
出
来
。

二
月
十
七
日
（
木
）
く
も
り
、
雪

　

一
、
育
英
会
借
用
証
書
２
枚
集
る
。

　

二
、
教
官
会
議

　
　

１
．
ピ
ン
ポ
ン
室
の
掃
除
に
つ
い
て
。

　
　

２
．
大
学
入
試
調
書
に
つ
い
て

　
　
　
　

  

成
績
は
教
務
に
て
、
性
格
は
主
任
が
原
案
を
作
り
、
生
徒
課
長
こ
れ
を
調
べ
学
校
長
が
決
定
し
、
難
し
い
も
の
は
教
官
会
議

で
決
め
る
。

　
　

３
．
入
学
志
望
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　
　
　

ａ
．
医
科
志
望
多
く
80
％
以
上
の
こ
と
→
知
事
に
伝
へ
て
お
く

　
　
　

ｂ
．
二
年
に
大
学
（
旧
制
）
の
紹
介
を
折
を
見
て
行
ふ
こ
と
。

　
　

４
．
本
校
の
将
来
に
つ
い
て
懇
談
。

　
　

５
．
図
書
の
予
算
に
つ
い
て
→
も
う
な
い
。

　
　

６
．
明
年
度
の
学
課
編
成
に
つ
い
て
→
考
慮
の
こ
と
。

　
　

７
．
生
活
調
査
に
つ
い
て
。
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８
．  

□
□
病
欠
の
件
→
欠
席
に
し
て
受
験
さ
せ
て
採
点
す
る
。
受
験
不
能
の
と
き
は
追
試
に
て
採
点
す
る
。
さ
う
し
な
い
と

51.2
が

学
年
成
績
と
な
る
か
ら
。

　
　

９
．
公
務
員
の
改
正
→
教
育
公
務
員
法
に
つ
い
て
説
明
。

　

三
、
第
一
回
職
員
生
徒
懇
談
会
（

3.30
→

4.40
）

　
　
　

種
々
の
事
柄
に
つ
い
て
雑
談
を
す
る
。
今
后
は
話
題
を
二
、 

三
に
決
め
る
方
が
よ
い
と
思
ふ
。

　

四
、
洋
服
打
合
せ
に
井
上
先
生
女
師
へ
出
張
。

二
月
十
八
日
（
金
）
く
も
り
＋
雪

　

一
、
耳
章
、
バ
ッ
ヂ
、
バ
ッ
ク
ル
代
集
計
　

１
年
バ
ッ
ヂ
37
　

バ
ッ
ク
ル
10
　

耳
５

　

二
、
育
英
会
よ
り
□
□
□
□
の
返
戻
金
受
領
書
到
着
。

二
月
二
十
一
日
（
月
）
曇
、
雪

　

一
、
能
代
の
大
火
（
昨
20
日
早
暁
）
に
て
二
年
□
□
、
□
□
の
宅
焼
失
判
明
。

　

二
、
バ
ッ
ヂ
屋
来
校
し
て
代
金
を
払
ふ
（
受
取
あ
り
）

二
月
二
十
二
日
（
火
）
く
も
り
、
晴

　

一
、
中
食
時
教
官
会
ギ

　
　
　

能
代
大
火
の
為
罹
災
生
徒
へ
義
援
金
募
集
の
件

　
　
　

20
円
見
当
に
し
て
は
如
何
の
校
長
案
決
定
。
校
長
よ
り
委
員
に
話
あ
り
。

　
　
　

第
六
限
、
学
連
の
能
代
援
ゴ
に
つ
い
て
自
治
会
あ
り
→
額
を
決
め
ず
に
任
意
に
て
金
曜
迄
。
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二
、
生
徒
に
通
知
事
項

　
　

１
．
西
洋
紙
一
人

200
枚
づ
つ
（
30
円
）
配
給
の
件
（
校
長
よ
り
話
あ
り
）
事
ム
と
打
ち
合
は
せ
后
）

　
　

２
．  
育
英
会
奨
学
生
希
望
者
は
割
合
に
通
る
様
に
な
つ
た
か
ら
、
二
年
は
学
年
末
に
、
一
年
は
新
制
大
学
入
学
后
、
願
書
を
提
出

す
る
こ
と
。
二
年
は
前
学
校
の
成
績
も
し
ら
べ
て
お
く
こ
と
。

　

三
、
奨
学
生
決
定
通
知
あ
り

　
　
　

□
□
□
□
　

昭
23
高
第

5169
号
、

500.-
　

24
２
月
よ
り
（
増
額
は
大
学
后
希
望
と
の
こ
と
）

　
　
　

□
□
□
□
　
　

〃
　
　

5170
　

1800.-
　
　

〃
　
　
　

（
上
の
通
り
）

　

四
、  

委
員
長
に
土
曜
の
分
散
コ
ン
パ
に
つ
き
酒
を
あ
ま
り
多
量
用
い
ぬ
様
、
学
校
長
か
ら
話
あ
り
、
伝
へ
る
。
大
し
て
量
の
な
い
予

定
と
の
こ
と
。

　

五
、
育
英
会
へ
願
書
20
通
、
借
用
証
書
５
通
請
求
。

二
月
二
十
三
日
（
水
）
は
れ

　

一
、
ノ
ー
ト
配
給
通
知
、
校
長
よ
り
。

　

二
、
銀
行
よ
り

3500.-
入
金
通
知
あ
り
。
　

三
、
借
用
証
書
提
出
方
公
文
書
作
製
。

二
月
二
十
四
日
（
木
）
く
も
り
、
晴

　

一
、
教
官
会
議

　
　

１
．
物
品
購
入
は
校
長
、
事
務
官
を
通
し
て
行
ふ
こ
と
。
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２
．
消
火
器
の
説
明
を
一
、 

二
年
に
教
へ
る
こ
と
。

　
　

３
．
ピ
ン
ポ
ン
室
の
掃
除
の
励
行
を
生
徒
に
言
ふ
こ
と
。

　
　

４
．
二
年
生
教
室
の
落
書
に
つ
い
て

　
　
　
　

学
内
政
治
運
動
に
つ
い
て
は
学
校
の
自
主
性
に
反
し
な
い
様
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　

５
．
能
代
大
火
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

父
兄
会
と
し
て
の
態
度
は
評
議
員
に
手
紙
を
出
し
て
意
見
を
求
め
、50.-
円
見
当
の
寄
附
を
父
兄
に
よ
び
か
け
る
こ
と
に
す
る
。

　
　

６
．
分
散
コ
ン
パ
の
件
→
一
年
の
境
の
戸
を
外
さ
な
い
こ
と
。

　
　

７
．
寝
台
配
給
の
件
→
短
い
の
で
や
め
る
。

　
　

８
．
試
験
及
び
終
業
式
の
件

　
　
　
　

3
月

17
日
（
木
）
迄
授
業

　
　
　
　
　

18
日
休
日
　

19（
土
）、

20（
日
）、

21（
月
）、

22（
火
）、

23（
水
）、

24（
木
）

　
　
　
　
　
　

（
金
）　

　
　
　
試
験
　
　
　
　
　
休
　
　
　
　
　
　
試
　
　
　
　
験

　
　
　
　

終
業
式
は
28
日
に
行
ふ
。
二
年
補
講
の
四
日
間
は
次
の
学
期
に
入
れ
る
。

　
　
　
　

第
一
学
期
は
四
月
十
五
日
頃
よ
り
と
す
る
。

　
　

９
．
明
年
度
学
課
目
の
件

　
　
　
　

学
課
規
定
　

倫
理
　

人
文
　

数
　

物
　

化
　
　

生
　

一
外
　

二
外
　
　

体
　
　

図
　
　
　

計

　
　
　
　

時
間
数
　
　

 

１
　
　

２
　

 

４
　

４
　

３
　
　

０
　

 

３
　
　

５
　
　

 

２
　
　

０
　
　
　

24

　
　
　
　

選
択
単
位
　

 

０
　
　

０
　

 

１
　

１
　

１
　
　

２
　

 

０
　
　

０
　
　

 
０
　
　

１
　
　

３
〜
６
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本
校
予
定
　

 

１
　
　

１
　
　

６
　

６
　

６
　

 

４
　

 

５
　
　

５
　
　

１
　

２
地
学
１
　

34

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
-2
）（
但
１
学

年
の
み
）（
△
）
　
　
　
　
　
　
　
　

（
-2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

力
学
２
図
２
生
４
セ
ン
タ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

化
の
１
は
２
学
期
か
ら
。
地
学
は
人
文
へ
、
人
文
は
大
体
心
理
を
行
ふ
。

　
　

10
．
数
学
科
よ
り
→
黒
板
を
ふ
や
し
て
ほ
し
い
。

　
　

11
．
化
学
科
　

〃
→
教
卓
を
大
き
い
机
を
使
つ
て
よ
い
か
→
よ
い

　

二
、
委
員
長
に
一
年
教
室
使
用
に
つ
い
て
話
す
。

　

三
、
中
食
休
み
、
生
徒
の
義
え
ん
金
カ
ン
パ
あ
り
。

　

四
、
□
□
□
□
の
原
簿
送
達
、
２
─
３
月
分
学
資
金
到
着
。

　

五
、
西
洋
紙
配
給
。

二
月
二
十
五
日
（
金
）
雨

　

奨
学
関
係
の
記
録
整
理
す
→
今
后
は
そ
の
ノ
ー
ト
に
記
入
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

生
徒
、
明
日
の
準
備
に
大
童
で
あ
る
。

二
月
二
十
六
日
（
土
）
く
も
り

　

十
一
時
ヨ
リ
三
時
半
迄
分
散
コ
ン
パ
あ
り
。
講
師
も
出
席
さ
る
。

三
月
一
日
（
火
）

　

１
．
東
京
等
の
宿
屋
の
広
告
来
る
に
よ
り
、
生
徒
の
掲
示
板
に
掲
示
を
す
る
。

　

２
．
秋
田
市
体
育
係
よ
り
チ
ュ
ー
ブ
３
本
の
配
給
券
来
る
。
細
目
不
明
（
三
月
五
日
限
）
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→
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ュ
ー
ブ
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
日
に
□
□
に
渡
す
。

　

３
．
障
子
の
骨
の
修
理
を
自
治
会
に
て
な
し
障
子
張
り
を
為
す
。

三
月
三
日
（
木
）
曇

　

１
．  

放
課
后
（
本
日
は
休
講
あ
り
五
限
終
了
后
）
宿
直
室
に
て
職
員
、
生
徒
の
第
二
回
懇
談
会
開
催
。
二
時
二
十
分
─
六
時
。
十
五

名
位
、
職
員
４
名
。
議
題
は
学
生
の
教
養
に
つ
い
て
。
白
熱
し
た
議
論
よ
り
人
生
問
題
、
宗
教
問
題
、
思
想
問
題
に
迄
発
展
し

た
る
も
、
あ
ま
り
に
お
そ
い
為
閉
会
と
す
る
。

　

２
．
教
官
会
議
な
し
（
学
校
長
欠
の
為
）

　

３
．
昨
日
、
委
員
□
□
不
在
の
為
、
本
日
チ
ュ
ー
ブ
配
給
券
を
交
付
す
。

三
月
八
日
（
火
）
く
も
り

　

１
．
書
類
整
理
の
件
に
つ
き
校
長
よ
り
話
あ
り
。

　

２
．
三
伝
に
電
話
し
て
ノ
ー
ト
配
給
の
件
を
き
く
。
→
尚
お
く
れ
る
が
努
力
す
る
由
。

　

３
．
チ
ュ
ー
ブ
（
バ
レ
ー
用
）
三
本
保
管
を
生
徒
よ
り
依
頼
さ
れ
保
管
す
る
。

　

４
．
白
田
先
生
に
依
頼
之
種
々
の
こ
と
を
日
誌
に
よ
り
ま
と
め
て
校
長
に
提
出
。

　

５
．
保
管
帳
簿
一
覧
表
を
校
長
に
提
出
。

三
月
九
日
（
水
）
雨

　

１
．
三
伝
へ
ノ
ー
ト
配
給
券
を
持
参
す
る
。

　
　
　

で
き
る
だ
け
間
に
合
ふ
様
に
す
る
も
、
い
つ
着
荷
す
る
か
不
明
の
由
。
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速
急
を
依
頼
し
て
か
へ
る
。

　

２
．
十
字
や
来
校
に
つ
き
石
油
と
ア
ル
コ
ー
ル
交
換
の
話
を
す
る
。

三
月
十
日
（
木
）
雨

　

１
．
生
徒
に
（
成
績
不
良
）
注
意
す
。

　

２
．
第
三
回
懇
談
会
→
盛
会
で
な
か
つ
た
。（
失
敗
の
回
顧
に
つ
い
て
）

三
月
十
一
日
（
金
）
曇
、
雨

　

１
．
生
徒
に
注
意
。

　

２
．
北
高
校
に
行
き
、
明
年
度
よ
り
の
実
験
室
借
用
の
交
渉
を
す
る
。

　
　
　

併
し
確
答
を
得
な
い
ま
ゝ
か
へ
り
校
長
に
話
を
し
、
教
育
長
を
通
し
て
交
渉
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

３
．
□
□
□
□
□
氏
よ
り
□
□
欠
の
理
由
及
び
追
試
験
願
到
着
。

三
月
十
五
日
（
火
）
く
も
り

　

１
．
笹
木
薬
店
へ
行
き
、
器
具
等
の
入
手
状
況
を
き
く
。

　

２
．
学
校
長
に
明
年
度
実
験
用
実
費
（

T.T.10
本
　

ロ
ン
■
リ
ト
マ
ス
紙
１
箱
）

100.-
徴
集
の
許
可
を
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
二
十
四
年
三
月
十
六
日

野
口

三
月
十
六
日
（
水
）
く
も
り

　

１
．  

学
校
長
に
新
学
期
の
薬
品
器
具
（
生
徒
実
験
用
）
の
許
可
を
え
て
笹
木
薬
局
へ
行
き
、
注
文
す
る
。
生
徒
よ
り
徴
集
の
分
は
学

期
末
に
持
参
す
る
事
を
話
す
。
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２
．
実
験
器
具
等
を
入
れ
る
箱
20
ヶ
製
作
の
見
積
り
も
許
可
を
う
る
。

　
　
　

右
控
（
購
入
票
）
は
事
務
に
あ
る
。

　

３
．
一
年
の
問
題
を
プ
リ
ン
ト
し
金
庫
に
保
管
す
る
。

三
月
十
七
日
（
木
）
は
れ
、
く
も
り

　

１
．
教
官
会
議

　
　

１
．  

□
□
□
□
□
病
欠
の
件
→
長
欠
と
み
と
め
試
験
を
欠
に
し
て
も
よ
い
か
、
追
試
の
出
願
も
し
て
あ
る
か
ら
。
尚
本
人
の
意
向

も
き
い
て
み
る
。

　
　

２
．
修
業
式
の
件

　
　

・
簡
略
に
行
ふ
こ
と
を
旨
と
す
る
。

　
　

・
三
月
二
十
八
日
（
月
）
十
時
よ
り
。

　
　

・  

教
官
、
講
師
は
出
席
し
、
来
賓
は
知
事
、
リ
ン
ダ
ル
の
み
と
し
、
知
事
が
代
理
の
時
は
代
理
者
を
不
用
と
し
て
な
る
べ
く
知
事

に
き
て
も
ら
ふ
。

　
　

・
一
年
の
父
兄
は
招
ぶ
。

　
　

・
会
場
は
、
階
下
教
室
、
階
上
教
室
を
控
室
と
す
る
。
24
日
に
完
了
と
す
る
。

　
　

・
来
賓
の
接
待
は
り
ん
ご
と
菓
子
に
す
る
。

　
　

・
式
終
了
后
、
新
制
大
入
試
に
つ
い
て
父
兄
と
懇
談
を
す
る
。

　
　

・
26
日
に
修
了
者
を
発
表
す
る
。

　
　

・
式
順
序
概
略
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証
書
授
与
（
総
代
→
席
次
一
番
の
も
の
）、
校
長
訓
辞
、
知
事
告
辞
、
リ
ン
ダ
ル
祝
辞
、
在
校
生
送
辞
、
修
了
生
答
辞
、

　
　
　
　

送
辞
、
答
辞
に
つ
い
て
は
夫
々
二
年
、
一
年
に
任
し
て
決
め
さ
せ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　

こ
れ
は
各
主
任
か
ら
伝
へ
て
お
く
こ
と
。

　
　

・
修
業
証
書
は
奉
書
紙
に
学
校
長
が
記
入
す
る
。

　
　

３
．
24
日
に
一
、 

二
年
生
に
左
の
こ
と
を
伝
へ
る
。

　
　

・
式
場
に
つ
い
て
、
　

・
登
校
時
間
に
つ
い
て
、

　
　

・
修
了
者
氏
名
発
表
に
つ
い
て

　
　

・
ノ
ー
ト
配
給
に
つ
い
て

　
　
　

四
月
十
八
日
よ
り
二
十
五
日
迄
代
金
持
参
の
上
、
受
取
に
登
校
の
こ
と
。

　
　
　

こ
な
い
時
は
処
分
し
て
二
年
生
に
売
る
。

　
　

４
．
来
学
期
は
四
月
十
八
日
（
月
）
か
ら
行
ふ
。
直
ち
に
講
義
が
始
る
。

　
　

５
．
明
日
は
代
休
で
あ
る
が
事
務
は
普
通
通
り
で
あ
る
。

　

２
．
本
日
に
て
授
業
終
了
す
。

　

３
．
二
年
生
に

100.-
徴
集
の
話
を
す
る
。
24
日
迄
。

三
月
十
八
日
（
金
）

　

二
十
日
（
日
）
と
入
れ
か
へ
に
て
休
校
。

三
月
十
九
日
（
土
）
風
雪
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一
、
学
年
末
試
験
第
一
日
　

１
年
　

英
（
岸
）（9.30

─
11.

）
化
（11.30

─
1-.

）
　

２
年
　

微
、
英
（
岸
）

　

二
、
学
校
長
と
修
業
式
の
打
ち
合
は
せ
を
為
す
。

　

三
、  
土
曜
日
に
て
掃
除
割
当
な
き
為
か
、
各
教
室
共
汚
い
の
で
黒
板
に
共
同
に
て
為
す
こ
と
、
及
び
明
日
の
分
は
十
八
日
（
金
）
の

者
が
や
る
様
に
書
く
。

三
月
二
十
日
（
日
）
は
れ

　

一
、
学
年
末
試
験
第
二
日
　

物
、
生
　

│
　

生
、
解

　

二
、 

十
八
日
と
い
れ
か
へ
。

三
月
二
十
一
日
（
月
）
は
れ

　

春
分
の
日
で
休
日
。

三
月
二
十
二
日
（
火
）
く
も
り
、
雪

　

学
年
末
試
験
第
三
日
　

独
、
図
　

│
　

代
、
独

三
月
二
十
三
日
（
水
）
雪
后
晴

　

１
．
学
年
末
試
験
第
四
日
　

微
　

│
　

化

　

２
．
明
日
注
意
事
項
あ
る
か
ら
集
合
す
る
様
に
（
階
下
教
室
、
試
験
后
）
掲
示
。

三
月
二
十
四
日
（
木
）
く
も
り

　

一
、
学
年
末
試
験
　

代
（
積
）
│
　

物

　

二
、
終
了
後
、
階
下
教
室
に
て
生
徒
に
注
意
事
項
伝
達
。

　
　

１
．
ノ
ー
ト
配
給
の
件
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２
．
修
業
式
の
件
→
訓
育
日
誌
参
照

　

三
、
北
高
校
に
行
き
、
時
間
割
の
件
打
ち
合
は
せ
。

　
　
　

化
学
は
土
曜
に
な
る
予
定
。
学
校
長
に
報
告
す
。

　

四
、
修
業
式
会
場
準
備
→
式
場
階
下
、
控
室
階
上
。

三
月
二
十
五
日
（
金
）
く
も
り
、
小
雪

　

□
□
□
□
□
の
追
試
あ
る
為
出
勤
す
。

　

明
年
度
の
生
徒
課
日
誌
等
の
プ
リ
ン
ト
を
し
て
用
意
す
る
。

三
月
二
十
七
日
（
日
）
は
れ

　

一
、
成
績
整
理
後
会
議
あ
り
。

一
年
　
□
□
　
平
均

57
欠
点
英
（
岸
）

47　
物

48
化

28

　
　
　
□
□
　
　
　

 59
〃
　
解
析
　
　

48
三
代

47
化

　
　
　
□
□
　
　
　
　

 〃
　
微
分
　
　

49　
〃

47
化

33（
解
→
微
、
三
、
代
へ
、
物
独
→
化
）

　
　
　
□
□
　
　
　
　

 〃
　
〃
　
　
　

47　
解

43
〃

43（
物
→
微
、
代
独
→
解
、
物
体
→
化
）

 
欠
点
が
あ
る
が
外
か
ら
ま
は
し
て
及
と
す
る
か

　
　
　
□
□
　
　
　
　

 〃
　
解
析
　
　

47 
（
三
角
よ
り
）

　
　
　
□
□
　
　
　
　

 〃
　
〃
　
　
　

43　
物

47 
（
独
→
解
析
へ
、
化
学
→
物
へ
）

　
　
　
□
□
　
　
　
　

 〃
　
化
学
　
　

49 
（
物
→
化
）

　
　
　
□
□
（
□
）  　

 〃
　
〃
　
　
　

42 
（
物
、
三
、
代
→
化
へ
）

再
試
験
を
行
い
そ
の
上
で
及
第
を
決
定
す
る
。

再
試
験
は
学
年
試
験
の
意
味
と
す
る
。

⎩⎨⎧
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□
□
　
　
　
　
　
〃
　
解
析
　

48　
　
化

36 
（
代
→
解
、
微
、
代
→
化
）

　
　
　
□
□
　
　
　
　
欠
点
　
化
　
　

47 
（
物
よ
り
）

　
　
　
□
□
　
　
　
　
　
〃
　
〃
　
　

39 
（
物
、
微
よ
り
）

　
　
　
□
□
　
　
　
　
　
〃
　
三
　
　

47 
（
解
よ
り
）

即
ち
平
均
点
は
あ
る
が
、
欠
点
の
あ
る
者
は
、
他
の
科
目
か
ら
点
数
を
ま
は
し
て
欠
点
を
な
く
す
る
。

□
□
（
□
）
は
追
試
を
行
ふ
。

結
局
、
１
年
修
了
者
　

35
名
　
総
代
　
□
□
□
□

　
　
　
他
の
も
の
は
修
業
証
書
の
配
付
が
お
く
れ
る
。

　
　
　
直
ち
に
発
表
と
な
る
。

二
年
　
平
均
点
　
不
足
者
な
し

　
　
　
欠
点
　
□
□
　
　
　
代
　

48　（
解
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
□
□
　
　
　
化
　

48　（
物
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
□
□
（
□
）
化
　

49　（
物
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
□
□
（
□
）
微
　

48　（
解
よ
り
）
化

46（
独

78
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
□
□
（
□
）
〃
　

46　（
独
よ
り
）
化

41

　
　
　
　
　
　
□
□
　
　
　
物
　

47　（
微
よ
り
）
化

41

□
□
□
□
□
　
追
試
験
を
行
ふ

再
試
追
試
の
出
願
期
間
　
４
月

18
日

再
試
験
⎩⎨⎧
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二
、
第
二
回
教
官
会
議

　
　

１
．
修
業
式
打
ち
合
は
せ

　
　
　

各
係
…
式
場
生
徒
係
…
小
野
田
、
井
上

　
　
　
　
　
　

接
待
、
受
付
係
…
宮
田
、
菊
池

　
　
　
　
　
　

進
行
係
…
高
橋

　
　
　
　
　
　

司
会
…
宮
田

　
　
　
　
　
　

証
書
係
…
井
上

　
　
　
　
　
　

茶
菓
etc
…
児
玉

　
　
　

接
待
係
は
茶
と
り
ん
ご
に
て
、
高
橋
（
女
）
給
仕
、
二
年
女
子
生
徒

　
　
　

全
部
で
約
30
人
と
み
て
り
ん
ご
３
十
匁
購
入
し
た
。

　
　
　

ナ
イ
フ
は
学
校
長
が
持
参
し
て
、
器
具
等
一
切
は
他
か
ら
借
り
な
い
で
自
給
自
足
を
行
ふ
。

　
　
　

講
師
控
室
は
二
階
で
式
場
で
の
席
は
来
賓
席
へ
。

　
　
　

式
次
第
（
こ
の
間
学
校
長
と
相
談
し
た
通
り
で
あ
る
）。

　
　
　
　
　
試
験
　
〃
　
４
月

27
日
（
水
）

　
化
学
の
範
囲
　
□
□
…
理
論
、
無
機
と
も
に
２
学
期
　

4.27
一
限

　
　
　
　
　
　
　
□
□
…
理
論
（
電
離
の
章
）
無
機
（
３
学
期
）

発
表
は
１
年
の
み
（
１
時
頃
）

通
知
表
を
渡
す
。
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生
徒
課
と
し
て
の
主
な
注
意
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

・
来
賓
を
迎
へ
る
に
は
起
立
し
て
静
粛
に
迎
へ
る
こ
と
。

　
　
　
　

・
来
賓
祝
辞
に
は
起
立
し
て
こ
ち
ら
か
ら
礼
を
す
る
。

　
　
　
　

・
生
徒
一
同
が
起
立
す
る
の
は
在
校
生
送
辞
及
び
修
了
生
答
辞
。

　
　
　
　

父
兄
懇
談
は
希
望
あ
れ
ば
行
ふ
こ
と
。

　
　

２
．
教
官
室
の
移
転
に
つ
い
て

　
　
　

明
24
年
度
よ
り
教
官
室
は
二
階
と
す
る
。

　
　
　

現
在
の
教
官
室
は
理
化
準
備
室
及
び
器
具
置
場
と
す
る
。

　
　
　

こ
の
移
動
は
明
日
式
終
了
後
行
ふ
→
不
能
な
ら
ば
何
れ
日
を
決
め
て
行
ふ
。

　
　

３
．
北
条
、
外
山
二
講
師
退
職
に
つ
い
て
の
記
念
品
の
件

　
　
　

木
内
に
あ
る

550.-
の
番
茶
器
で
は
ど
う
か
の
校
長
案
。

　
　

４
．
階
上
黒
板
、
教
壇
移
動
の
件
→
教
務
課

　
　

５
．
時
間
割
の
件
、
土
曜
四
限
、
水
曜
七
限

　
　

６
．
座
席
の
件
→
明
年
度
よ
り
階
下
教
室
の
席
順
を
決
定
し
単
独
（
二
つ
よ
せ
な
い
）
と
す
る
。

　
　

７
．
物
理
実
験
室
と
し
て
控
室
使
用
の
件

　
　
　
　

何
れ
考
慮
す
る
こ
と
と
し
て
散
会
。

　

三
、
学
校
長
よ
り
薬
品
戸
棚
一
ヶ
、
生
徒
実
験
器
具
、
積
み
上
げ
戸
棚
一
ヶ
の
見
積
り
設
計
を
依
頼
さ
れ
る
。
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四
、
会
議
終
了
後
、
階
下
会
場
の
整
備
を
為
す
。

三
月
二
十
七
日
（
月
）
晴
、
夕
方
雨

　

一
、
修
業
式

　
　
　

出
席
者
　

職
員
全
部
、
講
師
（
外
山
、
宮
城
、
岸
本
、
北
条
、
近
藤
）
父
兄
７
名

　
　
　
　
　
　
　

来
賓
　

軍
政
部
教
育
課
長
リ
ン
ダ
ル

　
　
　
　
　
　
　

知
事
は
上
京
中
の
為
、
出
席
さ
れ
ず
従
っ
て
知
事
告
辞
な
し
。

　
　
　

開
始
…
十
時
十
分
　

終
了
…
十
一
時
十
分
頃
　

　
　
　

父
兄
と
の
懇
談
…
終
了
後
十
二
時
近
く
迄
、
大
学
選
択
、
入
試
等
に
つ
い
て
質
疑
応
答
あ
り
。

　

二
、
教
官
会
食

　
　
　

学
校
長
の
招
待
に
て
教
官
一
同
校
長
室
に
て
会
食
す
。

　

三
、
教
官
室
移
転
、
明
年
度
教
室
整
備

　
　
　

二
年
生
主
体
と
な
り
階
下
教
室
の
整
備
、
教
官
室
の
階
上
へ
の
移
転
を
行
ふ
。

　
　
　

二
時
頃
終
了
す
る
。

　

四
、
笹
木
薬
局
へ
器
具
薬
品
代
の
一
部
と
し
て
三
千
三
百
円
を
持
参
す
。

　

〔
笹
木
薬
局
の
３
月
28
日
付
お
よ
び
４
月
19
日
付
の
領
収
書
が
貼
付
〕

三
月
二
十
八
日
（
火
）
晴

　

一
、 

三
伝
へ
行
き
ノ
ー
ト
の
入
手
状
況
に
つ
い
て
交
渉
。

　
　
　

近
く
着
荷
の
予
定
と
い
ふ
。
代
金
は
四
月
末
迄
の
約
束
を
す
る
（
女
事
務
員
に
）
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二
、
棚
の
設
計
見
積
り
を
事
務
に
呈
出
。

　

三
、
帰
省
届
を
学
校
長
に
呈
出
。


